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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城下は四方を壁かべで囲かこまれた、強固な結けつ界かい領りよう域いきである。

　帝都城下の結界には、毎日大勢の人間が出入りする。それは品物を運うん搬ぱんする商人であったり、観光客であったり。男女とも、様々な年ねん齢れいの人間が出入りするが、出産のために里帰りしていて、帝都城下に戻ってきた母子を見つけるのは、難しくない。




　年の瀬も押し迫せまった平日、東北地方から植うえ野の駅に到とう着ちやくした電車の座席をゆっくりと立った女性は、ホームに降りる前に、抱だっこした幼おさない子供に微笑ほほえみかける。

「ほら、蒼そうちゃん、ご挨あい拶さつしましょうね。────どうぞよろしくお願いします」

「あー」

　母親が会え釈しやくするのに合わせるように、十カ月になったばかりの男の子は、機き嫌げんよく声をあげ、ぱたぱたと手を動かした。




　帝都城下に生まれ育った者は、誰だれも皆みな、この地が神様によって守しゆ護ごされていることを知っている。

　帝都の四つの方角にある四し神じん神社で祀まつっている神様は、その神社の巫かんなぎの身に宿って、穢けがれをもたらす蟲むしの脅きよう威いから帝都と民を守っているのだ。そして、帝都城には、帝都城と帝みかどの一族を守護する『奥庭の四神』がいる。

　生まれて初めて帝都の地を踏ふむ子供のために、四神様に挨拶するのは、帝都民の常識だ。




（よそにお嫁に行った人かしら）

（帝都の実家に帰き省せいしたのかな）

　正月休みには、多くの者たちが実家に帰省する。一家で帰省する者もいれば、父親の仕事納めの少し前に、母親と子供だけで移動する者もいる。子供を連れてひと足先に帝都に戻ったらしい婦ふ人じんをホームで見つめる、帝都の人々の眼まな差ざしは優しかった。




　初めて帝都に里帰りした子供は、帝都の四神神社と帝都神社を参さん拝ぱいすることが習わしとなっている。しかし帝都の初はつ詣もうでは、四神神社と帝都神社を巡めぐると縁えん起ぎがよいとされているので、これらの神社は三が日を過ぎても参拝客が多い。大だい混こん雑ざつが予想される正月の初詣に、乳にゆう幼よう児じを連れていくのは無む謀ぼうだ。

「穂ほ波なみちゃん、蒼ちゃんを連れて、今年のうちにお参りに行きましょう。今なら空すいているわ」

「お昼の片づけは私がしておくから、行ってらっしゃい」

　小さな子供を連れて出かけるのは、日中がいい。混雑しない年末のうちに帝都の守護神様を参拝すればいいという、実家の兄嫁と姑しゆうとめの言葉はもっともだ。

「ありがとうございます。────蒼ちゃん、お参りに行きましょうか」

　ミルクを飲み、離り乳にゆう食しよくを食べ終えた蒼司朗は、母親たちが談だん笑しようしている間に子供椅い子すを下り、実家の従い兄と弟こにぺったりとくっついて、仲良くしていた。

　まだオムツはとれていないが一年近く先に生まれた清きよ志し朗ろうは、赤ちゃん赤ちゃんしている蒼司朗に比くらべて、ずいぶんお兄さんに見える。

「きよちゃ」

　にぱっと笑うご機嫌な蒼司朗の姿に、思わず皆の顔も綻ほころぶ。

「蒼ちゃんは清ちゃんのこと、大好きになったのね」

「あい」

　ふくふくした小さな手が、きゅっと清志朗の服を摑つかんでいる。今ご機嫌なだけに、大人おとなの都つ合ごうで清志朗から引き離すと、蒼司朗は大泣きするかもしれない。

　小さな蒼司朗に懐なつかれて、まんざらでもない様子の清志朗に、くすくすと梢こずえは笑った。

「清くんも一緒にお参りに行く？」

「うん！」

　清志朗は大きく頷うなずいた。




　電車の中でゆっくり眠ってきたとはいえ、巌いわ手てから帰省したばかりの穂波と蒼司朗母子は、長時間の移動で疲れている。伝い歩きを始めたばかりの蒼司朗を神社に連れて行くには、誰かがおんぶか抱っこをしなければならない。

　帝都城下を巡じゆん回かいしている路ろ線せんバスは、乳う母ば車ぐるまでも利用できる。途中で蒼司朗が眠っても、乳母車なら母子ともに楽だ。

　しかし、望もち月づき家けにある一台の乳母車は、清志朗のものだ。断りなく蒼司朗を乗せたなら、きっと清志朗は機嫌を悪くするだろう。愛着のある自分のものを他の子供に貸すのは、幼い子供にとっては大きな試し練れんである。

　頭のいい清志朗は、丁てい寧ねいに言い聞かせれば、大人の言葉を正しく理解する。納なつ得とくして蒼司朗に乳母車を貸してくれるだろう。

（清くんにどう話せばいいかしら……）

（清ちゃんは蒼ちゃんよりお兄ちゃんだから、って我が慢まんさせるのは、きっとよくないわ）

「そうくん、こっち」

「あい」

　親たちの心配をよそに、お出かけの支し度たくをした清志朗は、いいものがあると自じ慢まんするように、蒼司朗に乳母車を見せ、手を引いて一緒に乗りこんだ。

　一人用の乳母車なので、子供が二人乗ると狭せまい。だが、きゃっきゃとはしゃぐ蒼司朗と清志朗は、その狭さも楽しそうだ。

「清ちゃん、なんて賢かしこいの……！」

　優しい従兄弟がいてよかったと、穂波は感かん激げきする。

　清志朗が自分から蒼司朗を連れて乳母車に乗れば、さくっと問題解決だ。

「うふふ、蒼ちゃんが可愛かわいいんですもの」

　つやつやほっぺの蒼司朗に慕したわれて、悪い気のしない清志朗は、いい格かつ好こうをしたいのだろう。




　望もち月づき造ぞう園えんは何代も前から帝都で造園業を営いとなんでいるので、親しくしている近所の住民たちは、親しん戚せきの子供と同じように、望月家の子供のことを見ている。

　望月家の弟夫婦が子供を連れて巌手から帰省することも知っている。




　望月造園の四軒隣の大おお原はら夫人は、お出かけする乳母車の中で、小さな従兄弟をあやしている清志朗の姿を買い物帰りに見つけ、微笑ましい気分で声をかけた。

「まぁ、清志朗くん、お兄ちゃんになったのね」

「うん！」

　大原夫人を見上げて元気に返事をした清志朗は、蒼司朗と向かいあう。幼い子供同士のコミュニケーションは大人にはわからないが、何か会話をしているらしい。

　顔を上げた蒼司朗は、大原夫人を見つめる。

「ましゅ！」

　大きな声で言って、お辞じ儀ぎするように蒼司朗は頭を下げた。横で見ていた清志朗は、にこにこと笑って、よくできましたとばかりに蒼司朗の頭を撫なでる。撫でられた蒼司朗は、うきゃっと嬉うれしそうに笑って、清志朗に抱きつく。

（これは、ひょっとすると）

　初めましてのご挨拶だ。

「あらあら、蒼司朗くんはお利り口こうさんねぇ」

　これはぜひとも、ご褒ほう美びをあげなければと、大原夫人は買い物籠かごからミカンをひとつ取りだした。まだ小さい蒼司朗に、ミカンひとつは多いので。

「清志朗くんと仲良く分けてね」

　皮の薄うすいミカンなら、清志朗は一人で皮を剝むける。

「あーとー！」

　ちっちゃな両手でミカンを大事に受け取って、大原夫人にお礼を言い、にぱーっと蒼司朗は清志朗に笑いかけた。




　蒼司朗の四神神社と帝都神社への初めてのお参りは、ご機嫌のままに無事に終わった。巌手を出たことのなかった蒼司朗にとっては、お泊とまりも初体験だったが、従兄弟の清志朗と仲良く遊んで寄り添って、ぐずることも夜泣きすることもない。

　食事をとるために同じ部屋にいる望月造園の庭師たち────知らないおじさんたちに見られていても、蒼司朗は気にすることなくミルクを飲み、ぱくぱくと機嫌よく離乳食を食べてお昼寝をした。

「巌手にいるときより、手がかからないわ。清ちゃんがいるからかしら」

　帰省している間、お客様ではなく家族の一人として、家と望月造園を手伝って忙いそがしく働いている穂波は、仕事がはかどってとても助かる。

　清志朗の布ふ団とんで仲良くお昼寝をしている孫まご二人を眺ながめ、祖そ父ふの國くに光みつは煙管きせるに葉を詰めて、満足そうに頷く。

「そりゃ帝都の四神様のご加か護ごに決まってら」

　帝都で起こるいいことは、すべて帝都の四神様のご利り益やくなのだ。




　帝都への帰省中、蒼司朗はのびのびと、楽しく過ごすことができた。

「きよちゃ」

　帰りの電車を待つ間、植野駅まで見送りにきた清志朗は、蒼司朗とずっと手を繫つないでいた。幼い子供を引き離すのは、胸むねが痛むが仕方ない。ホームに電車が入ってきたので、穂波は蒼司朗を抱き上げる。

「お別れするのは残念ね。とっても仲良くなれたのに。また会いましょうね」

「きよちゃー」

　繫いでいた手を離した清志朗は、穂波と蒼司朗を見上げて宣せん言げんした。

「こんどはぼくが、でんしゃにのって、いわてにいく！」

「そうね、清くんが大きくなったらね」

　宥なだめるように言った梢に、清志朗は口を尖とがらせる。

「いますぐだって、いけるもん！」

　小さな蒼司朗が帝都に来れたのだから、清志朗が行けないはずはない。確かに、理り屈くつとしては間違っていないかもしれないが。

（今すぐに、って言っても……）

　清志朗を見つめ、どう言って聞き分けさせようかと思案する梢に、穂波は微笑む。

「だったら、蒼ちゃんのお誕たん生じよう日びはどうかしら？」

　旅行の口実として、悪くない。何もないときには会いに行けないと、子供ながらに考えるだろうから、無む闇やみとせがまれることはないはずだ。

　イベントができて、清志朗はぱぁっと顔を輝かがやかせる。

「うん！　そうくんのおたんじょうび！　いく！」

「一人で来ちゃ駄だ目めよ？　危あぶないから」

「つれてって！　おかあさん！」

「そうねぇ、お家うちに帰って、清くんがお父さんとお祖じ父いちゃんとお祖ば母あちゃんに相談して、皆がいいって言ったらね？」




　いい子にしていることを条件に、清志朗が三月末の巌手行きを勝ち取ったので、梢は清志朗を連れて巌手で行われた蒼司朗の初めてのお誕生会に出席した。

　四月の頭生まれの清志朗と、三月の末生まれの蒼司朗は誕生日が近い。清志朗の誕生日を祝いわうために、清志朗たちが家に戻るのと一緒に、今度は穂波が蒼司朗を連れて帝都に行った。今は正月のような休きゆう暇か時分ではないので、仕事のある父親は後から来ることなく、母子だけの帰省だ。




　穂波が帰省して女手が増えると、望月家は作業がとても楽になる。

「年末年始はばたばたしていたけれど、穂波ちゃん、今度は少しゆっくりできるわね」

「蒼ちゃんや家のことは私たちに任せて、お友達に会っていらっしゃいな」

　右う近こんが巌手城のお抱かかえ庭師の親方に就しゆう任にんしたので、夫婦で巌手に移り住み、そこで蒼司朗は生まれたのだが、母親の穂波は帝都で生まれ育った帝都っ子だ。両親はすでに他界していて、帰る実家はなくても、都合が合えば会いたい友人が帝都には大勢いる。

「ありがとうございます。連絡を取ってみます」

　梢たちの言葉に、穂波はありがたく甘えることにした。




　お誕生会が終わると、いつもの日常だ。

　朝ご飯を食べ終わり、仕事に向かう望月造園の庭師にくっついて、いつものように仕事場に行こうとした清志朗は、よちよちとついてくる蒼司朗を眺め、うーんと考える。

　これはお仕事に行く格好ではない。

「そうくんのはっぴは？」

「あっぴ？」

　きょとんとする蒼司朗に、二人の会話を聞いていた穂波は苦笑する。

「蒼ちゃんの法はつ被ぴはないのよ」

　望月家の孫でも、蒼司朗は巌手城のお抱え庭師の親方の息むす子こなので、望月造園の法被はない。

「ないの？」

　清志朗が悲しい顔をしたので、蒼司朗は母親と清志朗を交こう互ごに見つめ、わけがわからないものの困った顔になった。

「あっぴ？」

「はっぴはね、これ。このふく」

　清志朗は蒼司朗にもわかるよう、自分が着ている法被を見せる。

「あっぴ……」

　望月造園の揃そろいの法被を着た清志朗と庭師たちを眺めてから、蒼司朗は自分の着ているものを見る。幼いながら、違いに気づいてしまったようだ。蒼司朗の小さな肩かたが、しゅんと落ちる。




（まぁ、大変！）

　皆と同じがいいと、清志朗が駄だ々だをこねて、子供用の小さい法被を誂あつらえたときのことを梢は思い出した。

　蒼司朗が泣きだす前に、梢は慌あわてて清志朗と相談する。

「清くん、清くんには小さくなって着られなくなった法被があるでしょ。あれ、蒼ちゃんにちょうどいいと思うの。あれを貸してあげたらどうかしら？　そうしたら皆とお揃いになるわ」

「かしてあげる！　ちいさいはっぴ、だして、おかあさん！」

「蒼ちゃん、大丈夫よ。伯お母ばさんが蒼ちゃんの法被、すぐに持ってきますからねー」

　梢は急いで家の中に戻り、清志朗は車を出そうとしている父親たちのところに走る。

「おとうさん、おじいちゃん、ちょっとまってー！」

「きよちゃ……！」

　清志朗の後を追って駆かけだそうとして、足をもつれさせた蒼司朗を、転ころぶ寸前で穂波が抱き上げる。

「大丈夫、清ちゃんは伯お父じさんとお祖父ちゃまに、ちょっとお話があるだけよ。すぐに戻ってくるわ」

　振り向いた清志朗が手を振ったので、蒼司朗のご機嫌は直った。




　大人の仕事場は子供の遊び場ではないが、望月造園の次代を担になう跡あと継つぎ息子が仕事場についてきたがるとなれば、話は別だ。

　一人で歩けるようになった清志朗は、父親や祖父の真ま似ねをして、自分も一いち人にん前まえの庭師のように、仕事場についていきたがった。

　幼い子供ができるような作業はないが、覚えなくてはならないことはたくさんある。父親と祖父に言われて、危なくない場所で苗なえや木を眺めたり、落ち葉を拾ったり土を混ぜたりしながら、清志朗は庭師として必要なことを吸収している。

　朝、張りきって出かけても、庭師ごっこをしている途中で疲れて眠ってしまう清志朗を、差し入れをしに行った梢が抱っこして帰り、お仕事ごっこは終わる。

　蒼司朗がいる間、連れて帰る子供は二人に増えそうだ。




「そうくん、いくよ」

「あい」

　清志朗のお下がりの小さい法被を着た蒼司朗は、清志朗と手を繫いで車に乗りこむ。

　左さ近こんの膝ひざの上が、清志朗の指定席だ。清志朗はまっすぐ左近のところに行った。清志朗を抱え上げて膝に乗せ、左近は蒼司朗に笑いかける。

「蒼は祖父ちゃんとこ行きな」

「こっち来てもいいっすよー」

「蒼ちゃーん」

「じぃじ」

　同じ車に乗る庭師たちが、こっちにおいでと蒼司朗を呼んだが、蒼司朗は祖父の近くに行って、『抱っこ』と両手を上げた。

「やっぱりこっちだよな。うんうん、蒼はいい子だ」

　羨うらやむ庭師たちの視線を浴あび、勝った気分で國光は蒼司朗を抱き上げ、膝に乗せる。

「きよちゃ」

「まがりかどでもおちないように、しっかりおじいちゃんにつかまってるんだよ」

「あい」

　清志朗に注意を受けた蒼司朗は、小さな手できゅっと國光の法被を摑む。

（清志朗坊ぼつちゃんが隣だから、大親方の膝に行ったんじゃ……）

　國光は清志朗を膝に乗せた左近の隣に座っている。蒼司朗が相手を選んだ重要なポイントは清志朗にあると庭師たちは思ったのだが、孫を膝に乗せた國光が上機嫌だったので、皆そっと口を噤つぐんだ。




　帝都城公園の作業場所に到着し、庭師たちに作業を振り分ける國光から少し離れ、左近はお子さまの庭師ごっこの指し導どうをする。

「よし、清、今日は植うえ替えをする花か壇だんの、花の苗を任せる。祖父ちゃんたちが順番に取りにくるから、蒼と二人でしっかり見てるんだぞ？」

「はい！」

「あい」

　清志朗を真似て、蒼司朗も一いつ生しよう懸けん命めい返事をする。




　苗の番をすることで、花とその名前を覚えられる。繰くり返し学習になるので、大きな動きはなくても、幼い子供の庭師修しゆ業ぎようにちょうどいい。




「清志朗坊ちゃん、コデマリはどこですかい？」

「こっちだよ」

「こっちー」

　尋ねなくても庭師たちにはどれがどこにあるかわかるのだが、子供が一生懸命なのが面おも白しろいので、清志朗に声をかける。

　清志朗は花の苗のあるほうに、ちょこちょこと動いて庭師に教える。蒼司朗はまだ花を覚えていなかったが、清志朗にくっついて、わかっているような真似をする。




（がんばってるじゃねぇか、清）

　蒼司朗の前で、いい格好をしたいと張りきっている清志朗に、國光は笑う。

　いつもは作業をしている場所に、小さい子供を近づけはしないのだが。

「今日は特別に……、祖父ちゃんが植え替えるとこ、近くで見るか？」

「うん、みる！」

「みゆ！」

「よし、いい子にしてやがれ？」

　孫二人を抱っこした國光は、若い庭師たちに苗を運ばせて、売店に向かった。

「望月造園っすー！　花壇の植え替え行いますー！」

「────はーい、お願いしますー」

　断りを入れて、売店の周りにある花壇の花の植え替え作業を行う。

　清志朗は蒼司朗がうろうろしないよう、しっかり手を繫ぎ、祖父たちが作業するのを見学した。




　売店の周りの花壇の作業を終わらせた國光は、別の作業場所に向かうため、庭師を連れて苗を取りに行く。

　一緒に元の場所に戻った清志朗と蒼司朗は、苗の番をする仕事に戻る。




「清志朗坊ちゃん、シロツメクサはどれでしたっけ？」

「はい、こっちですー」

　苗を取りにきた庭師たちを見送った清志朗は、蒼司朗の姿が見えないことに気づく。

「……そうくん？」

　よちよちと歩く蒼司朗は、遠くまで行けるはずがないのだが────。

　すぐ近くに蒼司朗がいると思いこみ、目を離してしまった清志朗は、青くなる。

（どうしよう）

　うろたえた清志朗は、ちょうど近くに来た庭師に駆け寄る。

「ささかわさん！　たいへんなの！　そうくんがいない！」

「えっ……!?」

　血けつ相そうを変えた清志朗の言葉に、笹ささ川かわの血もさぁっと引いた。




　神官装しよう束ぞくを纏まとい、奥庭で剪せん定てい作業をしていたお庭番・苅かり谷や純すみ友ともは、ふと顔を上げる。

（誰だれか、来た？）

　帝都城の奥庭は、帝都城を守護する四神がいるところだ。奥庭の四神が許可した者以外は入ることができず、門を開くこともできない。心に疚やましいところのある者は、そこに奥庭の門があることすらわからない。

　近づく気配は、知らないものだ。しかし、奥庭の門を目指して、まっすぐに向かってくる。

（いけない……！）

　たとえ門が見えて近づくことができても、奥庭に足を踏み入れれば、聖せい地ち荒あらしだ。神しん職しよくにない者が不ぶ躾しつけに門に触ふれたなら、四神の怒りを買う。悪くすると、祟たたられる。知らなかったではすまされない。




　剪せん定てい鋏ばさみを置いた苅谷純友は、侵しん入にゆう者しやを追い返すため、急いで門を開き、外に出る。

「────あれ？」

　確かに気配を感じたのに、誰もいない。しかし気配は消えていない。




「もちゅじゅじょーえんっしゅ！」




　幼すぎる声が下のほうから聞こえ、ぎょっとして苅谷純友は足元を見る。

『望月造園』と染そめ抜かれた紺こんの法被を着た小さな小さな庭師が、もちゅっという感じでお辞儀をしていた。顔を上げた子供は、苅谷純友を見上げて、にこーっと笑う。

「かだーのうえうえっしゅ！」

「えーと……」

　なんとも可愛い訪問者に、苅谷純友は苦笑してしゃがむ。

「ボク、一人で来たんですか？」

「あい！」

　返事をして、可愛い庭師は手に握にぎっていた桜さくらの造ぞう花かを苅谷純友に差しだした。

「はい、ありがとう」

　見覚えのある造花は、売店の飾かざりつけに使われていたものに違いない。外はずれて落ちていたものを拾ったのだろう。小さな手に握られていたため、ほかほかと温あたたかかった。

　桜の造花を受け取った苅谷純友が、どうしたものだろうかと思いながら、両手を広げてみせると、可愛い庭師はとことこと近づいてきて両手を上げ、抱っこさせてくれた。

　近くに誰か、大人がいるかもしれない。まだ甘いお乳ちちの匂においのする可愛い庭師を抱えて、苅谷純友は腰こしを上げ、遊ゆう歩ほ道どうのほうに向かう。

（望月造園さんが近くで作業中なのでしょうね）

　奥庭に望月造園の庭師は入れないが、苗木や花、肥ひ料りようなどをわけてもらっているので、付き合いは浅くない。

（そういえば……、巌手に行った右近さんたちにも息子さんがいましたね）

　望月造園の大親方の孫ならば、乳幼児用に誂えた法被を着ていても不思議はない。

（確か、名前は────）

「蒼司朗くん？」

「あい！」

　可愛い庭師は笑顔で元気に返事をした。




　神官に抱っこされ、遊歩道に出てきた蒼司朗を、清志朗が見つけた。

「そうくんっ！」

　遠くから呼ばれて、嬉しそうに笑った蒼司朗は、くりっと振り向く。

「きよちゃー！」




　近くにいた若い庭師たちと一緒にあちこち走り回って、蒼司朗を捜さがしていた庭師の笹川は、幼い子供の呼びあう声に振り向き、迷まい子ごを発見して安あん堵どする。

「おい、見つかったぞ！　────苅谷様、申しわけありません！　お仕事中に……」

「いえいえ」

　恐きよう縮しゆくしながら駆け寄り、深々と頭を下げる笹川に、苅谷純友は苦笑する。

「稚いとけない子供が奥庭に迷いこまないようにするのも、お庭番の仕事ですから」

　走り寄った清志朗へと手を伸ばすので、苅谷純友は抱っこしていた蒼司朗を下ろす。よちよちと歩いた蒼司朗は、清志朗に抱きつき、二人で楽しそうに笑いあった。

　将来有ゆう望ぼうな幼子たちを見つめ、桜の造花を持った苅谷純友は、優しく微笑む。




「蒼司朗くん、大きくなったら、奥庭もよろしくお願いしますね」
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　雲ひとつない青空の下にあるのは、遙はるか地平線の彼方かなたまで広がる砂の大地だった。

　照りつける強い日差しが周囲の水気を容よう赦しやなく奪い去り、空気はからからに乾かん燥そうしている。

「────町が見えてきたぞ……！」

　駝だ鳥ちように乗っていた男が、率ひきいてきた商隊に振り向き、大きな声で知らせた。焼けつくような空気の中、どこまでも続く代わり映ばえのしない眺ながめに疲れを感じていた商隊の者たちは、ほっと安あん堵どする。

「やれやれ、やっと到とう着ちやくか」

「水と日ひ陰かげだ……！」

　砂の国では、砂の大地にぽつりぽつりと点在するオアシスを取り囲かこむように、町を造る。オアシスの水が涸かれれば、住民はすべてを処分して速すみやかにその場所を立ち去る。建物のような大きなものも、跡あと形かたも残さず消えてなくなる。無人の町は存在しない。

　町があれば、そこには人が住んでいて、商売をして休きゆう息そくをとれる場所だ。




　砂の国は、宝石を扱あつかう世界有数の交こう易えき都市だ。四週間に一度、よそでは見られないような素す晴ばらしい宝石、珍めずらしく貴き重ちような宝石が、競きよう売ばいにかけられる。そんな宝石を手に入れるため、荷車に山のように物を積んだ商隊が、過か酷こくな砂さ漠ばく地ち帯たいを越えてやってくる。

「砂の国での商売は行きがキツイけれど、帰りは荷物が少なくなって本当に助かるよ」

「行きと同じ距離を通っても、半分以下の時間ですむものな」

　宝石は嵩かさ張ばらないので、帰りには大きな荷車や、それを牽ひく駱らく駝だは必要なくなる。商隊は自分たちが乗る動物だけを残し、その他のものをすべて商品として売り、その代金で宝石を買うのだ。




　町の入り口には衛えい兵へいが立っていて、荷車を牽いて訪れる商人たちに声をかける。

「商人は宮きゆう殿でんに向かい、国王との謁えつ見けんをすませられよ！」

　国王の宮殿がある町は、砂の国の中でももっとも高価な宝石がある場所だ。

　国王は宝石商ではないので、商人が直接に商談をして、宝石を買いつけることはできない。商人は国王と謁見し、町で商売を行うための挨あい拶さつをする。国王はすべての商人と謁見することで、どこから来た誰だれが、宝石を買うためにどのようなものを町に持ちこんだのかを把は握あくし、民が豊かに暮らしていけるように計はからう。

　そして商人は商売の許可を取りつけると同時に、国王が身につけている宝石────、今後の競売にかけられる予定の宝石を確認する。




　その日、国王と謁見した商人が目にしたのは、真しん紅くの宝石だった。

（大粒のルビーか……、なんて深く赤い色なのだろう。これは見事だ……！　王子様のターバンにあるエメラルドも実にいい。これもぜひとも手に入れたいぞ……！）




　国王が身につけている宝石は、一週間で別の新しいものに変わる。国王は謁見に使った宝石を変えるとき、それまで身につけていた宝石を王子に渡す。そうして王子は自分が身につけていた宝石を、側近に渡す。側近は王子から渡された宝石を身につけ、自分がつけていた宝石を警けい護ご長官に渡して身につけさせる。

　国王が身につけてお披ひ露ろ目めした宝石は、四週間後に競売にかけられる。毎週商売に来れなくても、商人は一度の謁見で、今後四週間の競売の目玉商品となる宝石を見ることができるのだ。




　国王と謁見して次回以降に競売にかけられる目玉商品を確認した商人たちは、次にこの町をいつ訪れるかを決め、国王と交かわした雑談から、望まれている商品を推測して用意する。




「────あの髭ひげ面づらの親おや爺じ、毎回毎回じろじろ見て、気持ち悪いなぁもう……！」

　謁見の間から自室に戻った王子は、辟へき易えきした様子で言って、どっかりと長なが椅い子すに腰こしを下おろした。

「仕方ありませんよ。謁見は宝石のお披露目の場でもありますから」

　国王の側近であり王子の世話係でもある青年は、苦笑しながら、飲みものを入れた銀ぎん杯はいを王子の元に運ぶ。

　売りものである宝石を、商人に見せるための謁見だ。高価な一点ものなので、じろじろ見られるのは仕方がないと諦あきらめて、我が慢まんするしかない。

「いやいや！　あの親爺は、宝石じゃなくて、僕を見てた！　あれは、絶対そうだよ！」

　きちんとボタンを留めていた襟えりを緩ゆるめ、銀杯を受け取った王子は、口を尖とがらせる。

　思春期真まっ只ただ中なかの王子は、感受性が強くなる難しいお年頃だ。

「わたしが作ったレモネードを、怒りながら飲まないでください、王子」

「あぁ、すまない」

　王子は素す直なおに詫わびて、ひとつ深呼吸をし、ゆっくりと味わって銀杯のレモネードを飲む。

　飲食するときは心安らかに、食材と調理した者に感謝すること。民を養うに足る収しゆう穫かくの望めない砂の国では、すべての飲食物は貴重品だ。

　蜂はち蜜みつの優しい甘みが絶品の爽さわやかな飲みものに、ほわりと王子の表情が和なごむ。

「────うん、美お味いしい」

「おそれいります」

　恭うやうやしくお辞じ儀ぎして、世話係は王子に微笑ほほえんだ。

「気のせいですよ。気にすればするほど、そういうふうに感じるものです」




「あの者は男色家という噂うわさである」




　被害妄もう想そうに違いないと宥なだめようとしていた世話係の青年は、王子の供として謁見の間にも同席した教育係の少年にぼそりと言われ、思わず固まった。




「ダンショクカ？」

　聞いたことのない言葉に、王子はきょとんとする。

　身長が高く、大人おとな並みの体格をしているが、年ねん齢れい的てきにはまだ子供の王子は、知らないことも多い。しかし、王子にこういう雑学を覚えさせるのは、世話係として感心しない。

「さぁさぁ、王子！　ターバンにつけた宝石をこちらの箱へ！」

　急せかされて、王子はターバンの宝石を外はずして、世話係の差しだす宝石箱に入れる。

「ダンショクカって、何？」

「王子は知らなくてもいいことです！」

「えー？」

　不満そうな王子にかまわず、宝石を片づけた世話係は、教育係に意見する。

「王子に余計なことを教えないでください！」

「すまぬ」

　大きな声で意見され、教育係は気け圧おされながら頷うなずく。

　厳いかめしい喋しやべり方をするが、教育係は王子よりも二つ年上の少年だ。

　わずか十歳で大学を卒業した天才少年であることから、王子の教育係として抜ばつ擢てきされた。頭ず脳のうは誰よりも優秀だが、同じ年頃の子供とは離れた別の場所で特別待たい遇ぐうを受け、勉強中心の生活をしてきたので、一般的な感覚の持ち合わせがない。本人にもその自覚があるので、王子の世話係に注意された場合は、おとなしく従うことにしている。

「教えてくれないの？」

　僕だけ仲間外れなのかと、王子は寂さびしそうな顔で世話係を見た。

（うっ……！）

　王子の幼いころから、兄のように付き添そってきた世話係は、王子のこの顔には弱い。

（いやしかし、これは……！）

　ぐっと堪こらえて冷静になり、息をひとつ吐はいてから、世話係は言う。

「王子が大きくなったら教えます」

「王子は今でも十分大きいのではないか？」

　身長では世話係を越えている。

「そういう意味じゃありません！　まぜっかえさないでください！」

「すまぬ」

　叱しかられて、教育係は椅子の上で小さくなった。

　身につけた宝石と一緒に自分まで値ね踏ぶみされてしまうようなことも多々あったが、王子の日常は平へい穏おんだった。




　王子は十五歳の誕生日の贈おくりものとして、手た綱づなをつけた駝鳥をもらった。

「この鳥は夜でも走り、宝石に対してとても鼻が利きく、特別な鳥だ。これを使って、お前も王族としての役目を果はたすがよい」

　砂の国では、宝石は砂の中に『埋うまって』いる。だが、宝石を掘ほりだすことができるのは、王族の者だけだ。

「夜も走れる鳥……」




　砂の国の夜は、突然砂が崩くずれ落ちることがあり、とても危き険けんだ。一度砂に吞のまれたなら、ほぼ助からない。

　どこでどう砂が崩れるのかは、人間にはまったく予測がつかない。命が惜おしいので、砂の国の民も、宝石が欲しい商人も、夜は絶対に町の外に出ない。

　人々が寝静まり、誰にも見られることがない夜間に、王族は特別な鳥に乗り、交易に使うための宝石をこっそりと集めているのだ。




　駝鳥の手綱を受け取った王子は、まじまじと鳥を見つめて国王に言った。

「この鳥、いつ眠るの？」

「……お前が乗っていないときだ」

「あぁ、なるほど」

　国王の言葉に、確かにそうだと納得し、王子は微笑む。

「立りつ派ぱな脚ですね」

「大人が二人乗っても走れる、上物であるからな」

　自じ慢まんする国王に、王子はにこやかに頷いた。

「とっても美味しそうです」

「食ってはならん！」

「クアーッ！」

　目を剝むく国王に次ついで、雄お叫たけびをあげた駝鳥は翼つばさを広げて威い嚇かくしながら、王子に襲おそいかかった。

「クアックアックアックアッ！」

　ガツガツと釘くぎを打ちつけるような勢いで嘴くちばしで突つかれて、王子は頭を抱かかえる。

「食べないでー」

「……いや、怒ったのだろうよ」

　躾しつけの行き届いた駝鳥は、飼かい主ぬしが支し度たくした食べものしか口にしない。




　そうして、王子は生まれて初めて、一人で夜の砂漠に出た。




　背が高く容よう姿しは申し分なく、性格もおっとりとしていて優しいのだが、王子にはどこかズレたところがある。

「……大丈夫であろうか」

　命めいじられて執しつ務む室しつにお茶を運んだ際に、小さな声で国王に尋ねられた王子の世話係の青年は、苦笑する。

「心配ありませんよ。のんびりとしていらっしゃいますが、責任感があって、芯しんの強い、よいお方です。王族としてのお役目も、きっとしっかり果たされますことでしょう」




（寒い……）

　日が落ちると、砂の国の気温は一気に下がる。日中は直射日光を避さけるために使っているターバンや上着は、夜間には防ぼう寒かん具ぐだ。王子は鼻から下を覆おおうようにストールを巻まき、駝鳥を走らせる。

　どこに行けと、命じる必要はなかった。駝鳥は町を出て数度辺りを見回すと、一気に目的地に向かって駆けだしたからだ。

「さすがに『特別』は違うなぁ」

　風のように疾しつ走そうする駝鳥の背に揺ゆられながら、王子は感心する。

　駝鳥が足を止めた場所には、ごろごろと大おお粒つぶの宝石が埋まっていた。

「うわー、すごい」

　王子は無む邪じや気きに喜び、袋に宝石を詰める。駝鳥に導かれるまま、数カ所を回ったが、袋がいっぱいになるのに、それほど時間はかからなかった。

「────大人が二人乗れる、か」

　ずっしりと重い袋を背負って、王子は納得する。一人しか乗れない駝鳥では、とてもこの宝石の袋は運べないだろう。

「クアー！」

「うん。帰ろうね」

　重量いっぱいと宣せん言げんする駝鳥に微笑んで、王子は帰き路ろについた。

「父上や叔お父じ上うえたち、きっと喜んでくれるよ」

　王子が集めた宝石は、一番質のいいものを残し、あとは別の町へと渡す。分家した王族が治めている別の町からは、一番質のいい宝石が、国王の町に渡される。




　自みずから世話をして側そばに置き、駝鳥ともすっかり仲良くなって、何度か王子は宝石を集める仕事を行った。

　そうしていつもと同じように宝石を集め、帰路についた王子は、しかし自分の町を見つけることができなかった。




「……あれ？」

　足を止めた駝鳥の上で、王子は首を傾かしげる。

　王子の駝鳥が方向を読み違えたことは、これまで一度もなかった。王子が見た星の位置からも、この辺りに町があるはずなのに、それらしい影はまったく見えない。オアシスの水の匂においもしない。

「おかしいなぁ」

　王子はもう少し先に進ませようとしたのだが、駝鳥は数歩動いたところで、ぐっと足を踏ふん張って止まった。

「どうしたの？」

「クアーッ！」

　後ろに飛び退のいた駝鳥の前で、ざくりと砂が崩れ落ちた。この『特別』な駝鳥は、砂が崩れるかどうかを察知する力がある。

　振り落とされないよう、駝鳥にしがみついた王子は、はっとする。

「まさか……」




　国王のいた町は、砂に吞まれて消えていた。

　王子が町を出てから一時間と経たたない間に、町は砂の底に消えたのだ。

　風ふ呂ろやプールの栓せんが抜けて、そこにあったものがすべて流れて消えるように、砂の国では町ひとつが人や建物ごと砂に吞まれ、瞬またたく間に消失する。

　オアシスが涸れたから、町を跡形もなく消し去って人々が移動する、というのは聞こえのいい噓うそだ。




　話に聞いていて、いつかはそんな日がくるかもしれないと覚かく悟ごをしていた王子だが、それがまさか今夜だとは夢にも思わなかった。

　何か間違えたのだろうかと、何度夜空を見上げても、星の位置が知らせる場所は変わらない。

「そんな……」

　自分ひとり、遺のこされてしまうなんて────。




「……クアッ」

　駝鳥が数歩横に移動する。王子は人形のように力なく揺られて、顔を伏せる。

　つい今まで駝鳥の足元にあった砂が、ざくりと崩れた。まだこの辺りの砂は、落ち着いていない。

「クゥ」

　小さくお伺うかがいを立てるように駝鳥が鳴いた。王子はうなだれたまま、小さく頷く。

「うん……、叔父上のところに、行こうか……」

　大事に持ち帰った宝石の袋もある。早くどこかの町に入らなければならない。

　手綱を緩く握る王子を振り落とさないよう、駝鳥はいつもより静かに走った。




　昨日の続きの今日。今日の続きの明日。

　だが、今日は唐とう突とつに、予想もしないものに変わり、明日はまったく見知らぬものに成り果てる。

　当たり前のようにあったものは、ある日突然に失われてしまう。




　風もないのに流れ動く砂を避けて進んでいた駝鳥は、くっと首を横に向けた。突然の動きに、王子は顔を上げる。

「クアー！」

　雄叫びをあげた駝鳥に驚き、王子はその視線を追う。




　緩く流れ動く砂の中に、見覚えのあるターバンがちらりと見えた。

　あれは────！




「イリヤ！」

　王子の世話係の青年は、王子が夜に出かけるとき、必ず寝ずに帰りを待っていた。王子を出で迎むかえるために外にいたので、建物ごと砂に吞まれなかったのかもしれない。

　砂に揺られて、青年の頭部が半分ほど外に現れ、そして沈しずむ。

「イリヤ！」

　王子は反射的に駝鳥の背を飛び下り、沈んでいこうとする青年に向かって走った。ごそりと足元の砂が崩れ、王子の足が一気に膝ひざ上うえまで沈む。

（背中の袋……！）

　投げ捨て忘れたことに、王子は臍ほぞを嚙かむ。しかし今は、それよりも────！

「くっ……！」

　無む我が夢む中ちゆうで伸ばし、砂の中に突っこんだ手が、衣服らしい布を摑つかんだ。引き寄せようとすれば、王子も一緒に砂の中に沈んでいく。




「クアーッ！」




　びしっと王子の背に、何かが当たった。驚いて王子は振り返る。

　砂の向こう、思っていたよりずっと近くに、駝鳥の顔が見えた。

「オラオラ、お前……！」

　少しでも距離が近くなるように身を低くした駝鳥が、首を振って手綱を投げ寄こしたのだ。『特別』な駝鳥は、本当に賢かった。

「クアッ！」

「頼む！」

　沈んでいきながら、王子は片手で手綱を摑む。

　駝鳥は強きよう靱じんな脚きやく力りよくを生かし、一気に王子と世話係の青年を砂の中から引き上げた。




「イリヤ！　イリヤ！」

　助けだした青年は、何度呼びかけても、ぐったりと目を閉じたままだ。

「イリヤ！」

　弱々しいが息はある。心しん臓ぞうも動いている。骨ほねが折れたり、おかしな方向に捩ねじれたりしているところはない。

（早く町に行って、手当てをしなければ……！）




　探せば、まだ他にも誰か見つかるかもしれない。だが冷えこむ夜に時間をかけていては、せっかく助けだした世話係の青年は凍こごえて死んでしまうだろう。




　唇くちびるを嚙みしめ、王子は青年を抱えて駝鳥に乗った。

　ぐっと駝鳥が足を踏ん張るのが伝わり、王子ははっとする。

（宝石の袋……！）

　人一人分の重みはあるだろう袋を背負っていては、三人乗っているのと同じことだ。重量オーバーで、駝鳥に負ふ担たんがかかりすぎる。

　宝石は町の財ざい源げんとなる貴重なもので、袋を持って行ったのなら、叔父たちは王子と世話係の青年を丁てい重ちように扱ってくれるだろうが……。

（駄だ目めだ、捨てていこう）

　命の恩おん人じんである駝鳥に、これ以上の負担はかけられない。

　王子は背負っていた袋を下ろそうと、紐ひもに手をかける。背負っていた袋が斜ななめになり、重量が偏かたよった瞬間────。

「クアッ！」

　振り向いた駝鳥が王子を威嚇し、走りだした。

「お、おい、オラオラ！」

　振り落とされそうになり、王子は世話係の青年を支えて慌あわてて駝鳥にしがみつく。王子は背負っている宝石の袋を捨てそびれてしまったが、走る駝鳥の足どりはしっかりしている。

（ありがとう……！）

　駝鳥は王子が捨てようとしたものが、価値あるものだとわかっている。わかっているから、捨てさせなかった。




　そのまままっすぐ、叔父のいる町に進むかと思ったのだが、ぴくりと身を震ふるわせ、駝鳥は向きを変えた。

（どこに？）

　駆ける駝鳥から振り落とされないよう、王子は世話係の青年をしっかりと支える。




「クアックアッ！」




　緩く流れ動く砂に、見覚えのある布が沈もうとしていた。




「ナチ！」

　布の奥に人の肌はだの色が見えた。衣服だけでなく、人がいる。

　王子は急いで駝鳥から降り、世話係の青年と宝石の袋を少し離れた場所に下ろす。

「また頼むよ！」

　王子はターバンを外し、それを手綱に通して握った。駝鳥をできるだけ足場のいい場所に残して、流れ動く砂の中に入る。

「ナチ！」

　教育係の少年は、王子や世話係の青年よりも小こ柄がらだ。王子は宝石の袋を背負っていないから、さっきよりも軽く、駝鳥は足の踏ん張りがきくところにいるので、きっと引き上げやすい。

　王子は頭から砂に突っこみ、砂の中を泳ぐようにして、教育係の少年の衣服と身体からだの一部を摑んだ。

「オラオラ！　頼む！」

　合図を受け、駝鳥が王子たちを引き上げる。

　予想していたよりも勢いよく、ずぼっと王子は砂から抜けだした。

「ナチ……？」

　引き上げた身体のあまりの軽さに、王子は愕がく然ぜんとする。これは少年一人分の重さでは、ない────。




　恐る恐る振り向いた王子が見たのは、小さな幼よう児じに変へん貌ぼうした教育係だった。
















　町を丸ごと吞みこむ砂は、砂に吞まれながらも運良く助かった者たちから、様々なものを『奪う』。そして『奪われた者』のほとんどは、そのことに気づかない。




　王子が見つけ、駝鳥とともに救出した世話係の青年と教育係の少年は、町で速やかに手当てを受け、半月後には仕事ができるまでに回復した。




　だが砂は、世話係の青年から調理に関する記き憶おくの一部と味覚、礼れい儀ぎ正しさを奪い、教育係の少年の身体から十年分の時間を奪い取っていた。










[image: ]




　帝都城下は、国内でも最高に充じゆう実じつした医い療りよう機き関かんがある地区だ。帝都城下にあるすべての病院と診しん療りよう所じよは、帝都大学附ふ属ぞく病院と連絡を取りあい、最新の情報に更こう新しんして治ち療りようを行っている。

　医師によって確認された疾しつ病ぺいや症しよう状じようのすべてを網もう羅らしている帝都大学附属病院は、優秀な医師を育成し、人々の健康を守るための研究学術機関だ。国内最高の技術と設備、人材を有する医療現場ではあるが、診療外来の受付窓口はない。

　帝都大学附属病院で治療を受けられるのは、どこか別の医療機関で紹しよう介かい状じようをもらった患かん者じやと、帝みかどに関係する者だけなので、帝都で生まれ育っても、そこで診しん察さつを受けたことがある者は多くない。

　一般の者でも例外的に、紹介状もなく診察を受ける機会があるとすれば、それは救急車に乗せられ、帝都大学附属病院に運んだほうがいいと、搬はん送そうされたときだ。




「────消しよう灯とう時間ですから、自分のベッドに戻ってください」

　病室を覗のぞいた看かん護ご師しは、蒼そう司し朗ろうの眠るベッドの横にいた清きよ志し朗ろうに声をかけた。




　不偲池しのばずのいけで巨大化した蟲むしに襲おそわれ、影えい響きようを受けたかもしれないと危き惧ぐされたので、清志朗と望ぼう威いは救急車で帝都大学附属病院に搬送され、この病室に入れられたのだ。

　蟲の穢けがれは、弱っている箇か所しよにより多くの負ふ担たんをかけて、症状を悪化させる。

　幸いなことに清志朗と望威は、救急車で搬送される前に、不偲池で鈴すず宮みや神官が貼はりつけた護ご符ふによって、速すみやかに穢れを祓はらわれていた。

　二人とも怪け我がや病気をしていなかったので、わずかに倦けん怠たい感かんはあるものの、検査でひっかかるような異常箇所は見つからなかった。




　蒼司朗の隣のベッドで、身体からだを起こして雑誌を読んでいた望威は、看護師の言葉に本を閉じた。消灯時間という言葉は難しいが、寮りようで毎日聞いているので意味はちゃんとわかる。

　顔を上げた清志朗は、看護師に振り向く。

「もう少しだけ、ここにいてはいけませんか？」

「いけません。あなたも入院しているんですよ。きちんとベッドで休んでください」




　万一のことがないようにとの配はい慮りよで入院させられたのだから、与えられたベッドで休まなければならない。従い兄と弟この清志朗がどれほど蒼司朗を心配しているとしても、いい加減な入院が許されるはずがない。




　聞き分けないなら追いたてようという看護師の表情を見て、ベッドで身体を横にしながら、そっと望威は声をかける。

「────清志朗センパイ、ベッドに戻りまショウ」

「わかってる……！」

　清志朗は背を向けたまま、怒るように言って椅い子すから腰こしを上げた。




　病室の奥に入った看護師は、蒼司朗の腕うでにつけていた点てん滴てきを確認し、ちょうど終わるところだったのでそれを外はずした。

　窓を施せ錠じようしてカーテンを閉め、看護師はベッドに入る清志朗をしっかりと見届ける。

「また後で見回りに来ます。何かありましたら、すぐに呼んでください」

　看護師は空からの点滴を持ち、灯あかりを消して出て行った。




　蟲に関連する患者を入院させるこの隔かく離り病びよう棟とうは、入院患者の様子がよく見えるよう、大部屋であっても各ベッドを仕切るカーテンはない。消灯していても、きちんとベッドに入っていなければ、すぐにわかる。看護師の待たい機き所じよも、すぐ近くだ。




（わかってる……）

　ベッドで休まなければならないことも、望威が清志朗に気を遣つかって声をかけてくれたことも。

（蒼くん……）

　四し神じん変化して天の戦士になり、不偲池に現れた蟲を浄じよう化かした蒼司朗は、一度も目を覚さますことなく静かに眠り続けている。

（あの『水』を飲んでるのに）




　蒼司朗用の特別な『帝都のよく効きく薬』を溶とかした『水』。

　いつ四神変化するような事態に陥おちいるかわからないので、天の戦士になった際身体に負担がかからないように、蒼司朗はこまめに『水』を補ほ給きゆうするよう心がけている。




　昼食時に蒼司朗が『水』を飲んでいたのを、清志朗は見ている。あの『水』を飲んでいて、蒼司朗がこんなに消しよう耗もうするはずはないのに。

（蒼くん……）

『水』では癒いやせない痛みを思い、清志朗は憂うれえる。




　────帝都に危き険けんをもたらす石なんて、いらない……！




　両親の形見であり、望もち月づき家けの家宝である『緑の石』。

　蒼司朗が引きちぎったペンダントの鎖くさりは、清志朗が直し、『緑の石』は今再び蒼司朗へと戻されている。

（蒼くんの思うようにすればいいって言ったのに……、ごめんね……）

　しかし、蒼司朗が本心から『緑の石』をいらないと考えたのではないことを、清志朗はよくわかっている。

　家宝の『緑の石』は、様々なものをなくしてきた蒼司朗にこそ、持っていてほしい。




　横になってしまうと、斜ななめ向こうに配されている蒼司朗のベッドは、清志朗からは見えない。

　蒼司朗が見えるように身体をずらして曲まげたなら、痛むお腹を庇かばっているような不自然な格かつ好こうになる。そのまま眠ってしまった場合、看護師が見に来たときに、どうしたのだろうと妙みように思われるだろう。

　まだもう少し、蒼司朗の姿を見ていたかったが、看護師を煩わずらわせたくないので、清志朗は我が慢まんする。

（奥庭の四神様、どうぞ蒼くんをお守りください）

　今もずっと蒼司朗に寄り添そっているに違いない奥庭の四神の姿は、霊れい力りよくのない清志朗の目には見えない。ただ、雄お々おしくて優しい温かな気配だけは感じる。

　奥庭の四神は帝都城と帝、若様の守しゆ護ご神しんなので、奥庭のお庭番の身を守ってくださいと願ってはいけないのだろう。清志朗の声が聞き届けられるとは思えないが、祈いのらずにはいられない。

（奥庭の四神様が一緒なら、きっと蒼くんは大丈夫）

　心の中で自分に言い聞かせ、清志朗は目を閉じ────。




　ごそっ、と向かいのベッドで人の動く気配がした。望威が寝返りを打ったのかと思ったが、それにしては何か違うような気がする。

　蒼司朗の元に行こうと望威が動いたのではないかと気になったので、清志朗は少し上体を起こす。




　ベッドから抜けでた望威が、隣のベッドで眠る蒼司朗に近づこうとしていた。

　視線を感じ、望威はぴたっと止まる。

「…………」

　そーっと振り向いた望威は、清志朗とばっちり目が合って、ぎくりとした。

「ち、違いマス違いマス！　蒼司朗センパイの寝顔が見タイとか、匂においを嗅かぎタイとかではないデスっ……！」

　ぶんぶんと望威は両手を振る。慌あわてて言い訳しているのが、かえって怪あやしい。




　蒼司朗のベッドのすぐ近くに立っている望威を、清志朗はじっと見つめる。

（『緑の石』じゃないんだ……）

　蒼司朗の持つ『緑の石』が目当てではないらしいとわかって、清志朗はなんだかがっくりと力が抜けた。




　確かに今ここで、蒼司朗の身につけている『緑の石』を盗ぬすむのは一見簡単だが、そんなことをすれば後が面めん倒どうだ。

　蟲関連で入院している病院を抜けだしたなら、救急隊が出動して、連れ戻される。結けつ界かいがあるので、帝都の外には絶対に出られない。帝都の救急隊・警察・自じ警けい団だん・公こう儀ぎ隠おん密みつ・神官など、様々な追っ手がかかることだろう。




　そして蒼司朗には、奥庭の四神様がついている。お庭番の持ちものを盗もうとする心卑いやしい不届き者には、絶対に罰ばちが当たる。

　蒼司朗の『緑の石』には触さわらないほうがいいよと、清志朗は警けい告こくするつもりだったのだが、その心配はなかったようだ。

　望威が気まずいようなので、清志朗は逃にげ道を作ってやる。

「トイレかい？」




　起き上がってベッドを出たのは、トイレに行きたかったからかと清志朗に言われ、きょとんとした後、望威は急いで頷うなずく。

「そうデス！　トイレ！　トイレね！」

　さっきから声の大きい望威に、清志朗は渋しぶい顔になる。

「蒼くんを起こさないよう静かにしてね」

「ハ、ハイ、もちロン……！」

　顔を引きつらせながらも、望威は笑って頷く。

　その場しのぎの噓うそでも、言ってしまったからには、トイレに行ったほうがいいだろう。通りすがりのふりをして、望威はちらっと蒼司朗のベッドに目をやる。




「────ミギャ」

　蒼司朗の顔の横、肩かた口ぐちに懐なつくようにして眠っていたチビ白びやつ虎こが、うるさいなぁ何ごと？　と迷めい惑わくそうに目を開け、顔を上げて望威を見た。

　蒼司朗のベッドの上では、ころころとピヨ四神が寄り添って眠っている。

　暗がりなのに、ほんわり輝かがやいて見えるような、ちっちゃいものてんこ盛もり状態の蒼司朗は、とってもファンタジックだ。




　チビ白虎の鳴き声が聞こえ、シーツの中からひょっこりと小さな頭が上がるのが見えた清志朗は、ぎょっとする。

（白虎様!?）

　寝ね惚ぼけていたのかもしれないが、まさかピヨ四神が姿を見せるとは思っていなかった。




「フォ────────!!」




「どうしました!?」

　絶ぜつ叫きようが聞こえ、待機所から看護師たちが血けつ相そうを変えてやってきた。あの叫さけびは、ただごとではない。




　灯りがつけられた病室では、ベッドを真まっ赤かに染そめて、顔面血ち塗まみれの望威が倒れていた。

「これは……!?」

　大量出血している望威を目にした看護師たちは、さっと緊きん張ちようする。

「当直の松まつ嶋しま先生に連絡を！」

「望月さんは大丈夫ですか!?」

　同室者には何もなかったのか、駆かけ寄った看護師に問いかけられ、清志朗は気け圧おされながら頷く。

「はい、僕と蒼くんは、なんともありません」

　清志朗の言葉を確認するように、蒼司朗のベッドにも別の看護師が駆け寄った。




　窓が開けられた形けい跡せきはない。病室の出入り口は、看護師たちが入ってきた廊ろう下か側がわのところだけだ。不ふ審しん者しやが出入りした様子はない。




　一いつ刻こくも早く医師に診察してもらわなければと、看護師たちは望威に群むらがる。

「担たん架かを！　早く！」

「しっかりしてください！」




　蒼司朗は、ついさっき看護師が見たときと変わらず、静かに眠っている。

「（何があったんですか!?　気づいたことがあったら、教えてください！）」

　眠っている蒼司朗を起こさないよう、看護師長が清志朗に小声で尋たずねた。

　ベッドに身を起こした清志朗は、ぴりぴりとした緊張と、突き刺ささる看護師たちの視線を感じる。




　顔面は血塗れだが、幸せそうな顔で昏こん倒とうしている望威を見て、清志朗は溜ため息いきを吐つく。

（何もなかったって言っても、絶対に納得してくれないよね……）

　蒼司朗と一緒にいるピヨ四神は、望威の奇き声せいに怯おびえ、皆急いで蒼司朗の布団にもぐりこんで、すっかり隠かくれてしまった。

　この病院は帝都城のような結界領りよう域いきではないので、霊力のない者の目に、ピヨ四神は見えない。望威の奇声に驚いて怖い思いをしたピヨ四神は、もうさっきのようにうっかりと姿を見せてはくれないだろう。

　蒼司朗と一緒にいる奥庭の四神様があまりに愛らしすぎて、小さくて可愛かわいいもの好きの望威は大だい興こう奮ふんして奇声をあげ、鼻血を噴ふいてぶっ倒れた、というのが正しいのだが、説明はできてもピヨ四神の姿が見えなくて証明できないのでは、説得力に欠かける。

　いっそのこと何かあったほうが、自然に見えたかもしれない。




「……ちょっと過か激げきな夢を見たらしいです。今日はいろいろありましたし、ここは美人の看護師さんが大勢いますから」

　清志朗の言葉は適当だが、状況的にはとりあえず間違ってはいない。




　看護師たちはきょとんとして目を瞬しばたたき、そして苦笑した。

　望威は体格こそ大人おとな並みだが、高校一年生という多感なお年頃だ。

「嫌いやだわ、もう」

　看護師たちは顔を見合わせ、若いわねぇと笑う。

　性少年に栄光あれ。

「怪我をしたとか、侵しん入にゆう者しやに襲われたとかでなければ、ねぇ？」

「はい。そんなことは、ありませんでした」

　意味ありげに笑いあう白衣の天使たちに、きっぱりと清志朗は断言した。




　望威は恥はずかしい誤ご解かいを受けてしまっただろうが、本当のことが知れても、十分に格好悪い。

　病室に残った看護師たちは、飛び散った血を手て際ぎわよく掃そう除じして消しよう毒どくし、望威のベッドの汚よごれたシーツを交こう換かんして出て行った。




（悪い子じゃない……）

　清志朗は望威のことを思う。




　ピヨ四神は悪意を敏びん感かんに察知する。

　望威が蒼司朗に対して悪意を抱いだき、何かしら危害を加えようと企たくらんでいるのなら、おそらく望威はピヨ四神に遠ざけられ、蒼司朗は別の病室に運ばれていただろう。寝惚けたピヨ四神のうっかりであったとしても、あの可愛い姿が見えるはずがない。

　望威は悪意なく蒼司朗に執しゆう着ちやくして、振り回す。

（いったいなんのために、蒼くんを雨の中、走り回らせたんだろう）

　あれもきっと、なんらかの敵意を持って仕掛けられたものだったなら、それを察知したピヨ四神が不快感を露あらわにして、蒼司朗を関わらせないようにしたはずなのだ。

（そういえば、四神様、晩ご飯食べてない……）

　病室に夕食が配はい膳ぜんされたときにも、蒼司朗はずっと眠ったままだった。




　入院病棟の夕食の時間に合わせ、帝都神社から差し入れの弁当を持って小お此この木ぎ神官長と鈴宮神官が見舞いに来たが、ピヨ四神は蒼司朗に寄り添ったまま、動こうとはしなかった。いつもなら、蒼司朗が食事をとるときには、お腹なかが空すいたと大おお騒さわぎし、旺おう盛せいな食欲を見せて、もりもりと食べるのに、まったく欲しがる様子はなかった。

　眠ったままで食事のできない蒼司朗は点滴で栄養を補給したが、ピヨ四神は何もとっていない。赤ちゃん動物の姿をしていても、聖せい獣じゆうであるピヨ四神は本来、飲食しなくても不ふ都つ合ごうはない。




（蒼くんでなきゃ、駄だ目めなんだね……）

　奥庭の四神を餌え付づけするなんて、誰にでも許されることではない。確かに、蒼司朗は奥庭の四神によって『選ばれた』のだ。




「────ボク、病院に入院スルの初めてデス」




　廊下から聞こえてきた声に、清志朗ははっとする。




「（はいはい、わかりましたから静かに）」

「あぁ、ゴメンナサイ」

　医師の診察を受けた望威が、看護師に付き添われて病室に戻ってきた。

　病室に入った二人に、清志朗は少し身体を起こして会え釈しやくする。

　望威は、掃除してから汚れたシーツを交換された自分のベッドに入る。

「蒼司朗センパイが隣にいるなんて、信じられないデス。ドキドキして、眠れナイかもしれマセン」




　清志朗は望月造園の見習い庭師として『蟲むし呼よびの夜』の後片づけに参加しているので、実際に遭そう遇ぐうしたことはなくても、巨大な蟲のことは知識として知っている。清志朗にはある程度心の準備があるが、望威は帝都の巨大な蟲を初めて見た。

　四神変化した蒼司朗が望威に天の戦士の姿を見せたのは、帝都南公園に次ついで二回目だが、今回の不偲池では、望威のすぐ目の前で変身し、巨大で醜しゆう悪あくな蟲と勇ゆう敢かんに戦った。

　小さな背中で望威と清志朗を庇い守る蒼司朗の勇ゆう姿しは、今思い出しても胸がじんと熱くなる。




　蒼司朗をチラ見するだけでテンションが上がり、血色のよくなる望威に、看護師は頷く。

「じゃあ、眠れるようにお薬を飲んでおきましょうか。どんなに寝つきのよくない人にも、とてもよく効く、いいお薬があるんですよ。嚙かみ砕くだいて、水で流しこんでね」

　看護師は白衣のポケットから錠じよう剤ざいを出して望威に渡し、水差しの水をコップに注そそいで差しだした。

「ありがとうございマス」

　望威は真ま面じ目めな様子で、薬を飲んだ。

「はい、おやすみなさい」

「おやすみナサイ」




　横になって三秒後。

　望威は眠りに落ちていた。




（早っ……！）

　聞こえてきた穏おだやかな寝息に、清志朗はびっくりする。ずいぶんよく効く睡眠導どう入にゆう剤ざいだ。

　コップに残った水を、病室に備そなえつけの洗面台に捨て、水差しのところに戻した看護師は、びっくりしている清志朗に微笑む。

「あなたもどうぞ」

「……すみません」

　いくらか興奮状態で寝つけそうにもないと思った清志朗は、身体を起こして看護師から錠剤を受け取る。

（嚙み砕いて、水で流しこむ……）

　がりっと錠剤を嚙み砕────。

「!?」

　驚いた清志朗に、看護師は微笑みながらコップを渡す。

「とてもよく効くでしょう？」

　看護師は寝息を立てている望威をちらりと見る。




　望威に対し、即効力を発はつ揮きしたこの錠剤を、清志朗は小さいころからよく知っている。

（ラムネ……！）

　幼おさない子供向けの、ポピュラーな駄だ菓が子しだ。

　コップに注いだ水を渡すのは、糖とう分ぶんが口の中に残らないようにするため。

　帝都育ちの清志朗には馴な染じみのある駄菓子も、外国人の望威には初めて口にするものだ。




　暗示にかかりやすい、素す直なおで単たん純じゆんな望威には、偽にせ薬ぐすりで十分。




（お医者さんや看護師さんって、すごいなぁ……）

　診察をしたり、少し会話をしただけで望威の性格を見事に把は握あくした医師たちを、清志朗は心底尊敬した。
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　翌よく朝あさの食事の配はい膳ぜん時間になっても、蒼そう司し朗ろうは目を覚さまさなかった。

「望もち月づき蒼司朗さん、おはようございます」

　看かん護ご師しが呼びかけたが、蒼司朗は眠ったままだ。呼吸は安定していたので無理に起こさずに、眠ったままの蒼司朗を看護師が検温し、医師が診しん察さつする。




　配膳された食事に手をつけることなく、清きよ志し朗ろうは蒼司朗の診察の様子を静かに見守る。

（昨日は、何も問題ないって言ってたけど……）

　蒼司朗にはピヨ四し神じんがついているので、心配ないと頭ではわかっているのだが、やはり落ち着かない。望ぼう威いも清志朗と同じことを思っているらしく、隣にある蒼司朗のベッドをそっと窺うかがっている。




「おはようございますー」

　陽気に声をかけて、小お此この木ぎ神官長が鈴すず宮みや神官を連れて病室を訪おとずれた。

「おはようございます、小此木神官長、鈴宮神官」

　清志朗はベッドから出て、小此木神官長と鈴宮神官に頭を下げる。

「おはようございマス……！」

　望威も清志朗を真ま似ねて急いでベッドを出て、小此木神官長たちに頭を下げた。

　蒼司朗を診察している医師の補ほ助じよをしながら、顔を向けた看護師が小此木神官長に会え釈しやくした。

　目を閉じたまま反応なしの蒼司朗に、小此木神官長は首を傾かしげる。

「おやおや、蒼司朗くんはまだおねむですか」

　昨日、夜中に目が覚めてお腹なかが空すいたときに食べられるようにと、差し入れておいたお菓か子しの包みも、触ふれられた様子がない。ずっと眠り続けているようだ。

　聴ちよう診しん器きを外しながら、顔を向けた松まつ嶋しま医師は、小此木神官長に会釈する。

「────疲れが溜たまっていたんでしょう。休きゆう息そくをとらなければいけない、そういう頃合いなのかもしれません」

「とくに問題があるわけではなさそうですね、松嶋先生」

「ないですね」

　確認する小此木神官長に、松嶋医師は頷うなずいた。

　身体的に異常がなく、熟じゆく睡すいしているだけなら心配はない。眠ったままで食事ができない蒼司朗に、看護師は点てん滴てきをする。




　思えば、蒼司朗は帝都に来たその日に帝都城奥庭のお庭番に就しゆう任にんし、以来多た忙ぼうな日を過ごしている。

　蒼司朗専用の『帝都のよく効きく薬』があり、それを溶とかした水を飲むことで、蒼司朗は身体からだのあちこちにかかる負ふ荷たんを和やわらげ、体力の回復を図はかっているが、ある意味、ドーピングし続けているのと大差ない。

　普通の休息だって、ちゃんととらなくてはいけない。




「蒼司朗くんはもちろんですが、たまには全部お休みにして、腐くさるほど眠るのも悪くないですよねぇ」

「神官長は仕事してください」

　多忙極きわまりない蒼司朗から一般論にかこつけて同意を求めようとする小此木神官長を、鈴宮神官はびしっと撥はねつける。

　神官たちが目を離すと、ちょっとした時間にも姿を晦くらまし、遊び回って買い食いをして、さぼり倒す小此木神官長には、わざわざ休息の時間を設もうける必要はない。




　病室を出る松嶋医師は、清志朗と望威に言った。

「何か気になるところがなければ、君たちは午後には退院していいですよ。お昼ご飯はここを出てから、好きなものを食べなさい」

「はい、ありがとうございます。お世話になりました」

「ありがとうございマス」

　しっかり熟睡できた清志朗と望威の顔色はいい。少しでも蟲むしの穢けがれが残っていたなら、病室に入ってきた小此木神官長たちは見み逃のがさなかっただろう。穢れについては松嶋医師は専門外だが、小此木神官長たちの反応から、まったく問題はないようだと判断した。




　鈴宮神官は、にこりと望威に微笑ほほえみかける。

「望威くん、先ほどお家うちの方がいらしていて、差し入れを預あずかりました」




　特別病びよう棟とうは帝都大学附ふ属ぞく病院の関係者でも、病棟への出入りを制限される特とく殊しゆな場所だ。

　蟲に遭そう遇ぐうして入院することになった患かん者じやは、見舞いに来た客を蟲の穢れに触れさせないように、どんなに元気な状態であっても面会謝絶になる。

　ただし、穢れを浄化できる霊れい力りよくを持つ神官は別格で、出入りの制限はほとんどない。




　昨日、望威が帝都大学附属病院に運ばれたとき、入いり谷やと那な智ちは宝石店で仕事をしていた。入院するという連絡を受けたものの、閉店するころには面会時間が終わっていた。

　朝になって、宝石店の開店前の時間に都合をつけ、入谷と那智は望威を見舞いに来たのだが、病棟の玄関で見舞いを断られていた。持ってきた見舞いの品だけでも届けたかったが、それもできないと断られてしまった。

　たまたまそこに小此木神官長と鈴宮神官が来て、困っていた入谷と那智を見かけて事情を聞き、望威への見舞いの品を届けることを引き受けたのだ。




「本当はお見舞いに来た人が、直接渡さなければいけないんですけどね。神官以外は面会できませんから、今回だけ特別です。お弁当だそうですよ」

　ちょっと悪戯いたずらっぽく言って、鈴宮神官は預かってきた袋を望威に渡した。

「スミマセン、ありがとうございマス」

　恐きよう縮しゆくしながら袋を受け取る望威に、小此木神官長は微笑む。
















「望威くんは背が高くて大きいから、病院のご飯だけでは食べ足りないでしょう。よかったですね」

「ソウ、ですね」

　一日ほとんど動くことなく、安静にして眠る入院患者のことを考えて調理されている料理は、薄味で量が少なめだ。食べ盛ざかりで、しかも体格のいい望威が、病院食だけでお腹いっぱいになるはずがない。食べものを差し入れてもらえるのは、とてもありがたいことだ。




　蒼司朗の上うわ掛かけを整え、カーテンを綺き麗れいにまとめて窓を少し開けた看護師は、小此木神官長と鈴宮神官に会釈して病室を出た。




　看護師と入れ代わるように、小此木神官長と鈴宮神官は蒼司朗のベッドに近寄る。

　霊力のある小此木神官長と鈴宮神官には、蒼司朗のベッドの上にいるピヨ四神の姿が見えている。

　ピヨ四神は思いっきりくつろいだ姿で、とても気持ちよさそうに眠っていた。

「……ミギュー……」

「……キュー」

「ピー……」

「「（しゅー）」」

　すぴーすぴーすぴー……。




「────四神様、お食事を持ってきましたよー」

　遠えん慮りよがちに呼びかけてみたが、むにむにと口を動かしたり、耳をぴくぴく、尾おをゆらゆらさせるだけで、目を覚ます様子はまったくない。

「まさに、春しゆん眠みん暁あかつきを覚えず、という感じですねぇ」

　お触り厳げん禁きんなのが、とても残念だ。




　帝都大学附属病院に近づいたときから、小此木神官長はピヨ四神の発している、平和で穏おだやかな気を感じていた。ピヨ四神のいる病室は、ふわわーとお花が飛んでいるような、緊張感のかけらもない、のどかな気に満ちていたので、小此木神官長と鈴宮神官は蒼司朗を見舞う前からまったくなんの心配もしていなかった。




　苦笑する小此木神官長の横で、鈴宮神官は困こん惑わくする。

「このままでよろしいのですか？」

　眠り続けても身体が衰すい弱じやくしないように、蒼司朗は点滴で栄養補給をしているが、ピヨ四神にそういうものはない。

（いつも蒼司朗様と一緒に、たくさん召めし上がるのに）

　頰ほおをぱんぱんにするほど、旺おう盛せいな食欲を見せていたピヨ四神が、昨夜から何も食べていない。

　心配する鈴宮神官に、小此木神官長は微笑む。

「では、『お供そなえ』を交こう換かんしましょう」

　持ってきたお弁当を置き、昨夜置いていったお菓子の包みをさげて交換する。お供えは新しいほうがいいだろう。

　ちびっちゃくても神様なのだから、敬うやまう心とお供えがあれば、まったく問題ない。

　ピヨ四神を起こしたり、食事させたりできるのは、奥庭のお庭番である蒼司朗だけだ。たとえ神官長であっても、他の者が蒼司朗と同じことはできない。

　蒼司朗が目を覚ましたときにいつでも食べられるよう、鈴宮神官は窓からの直ちよく射しや日光の当たらない涼すずしい場所に、持ってきた弁当を置き、昨夜置いていったお菓子の包みと交換した。




　小此木神官長は清志朗に振り向く。

「蒼司朗くんと奥庭の四神様のために持ってきたこのお弁当とミルクは、今日のお昼には全部食べちゃったほうがいいと思うんです。蒼司朗くんがまだ眠っているようなら、後をお願いしてもいいですか？」

「あ、はい」

　小此木神官長の言う『後』は、お弁当が無む駄だにならないよう食べてくれということと、ピヨ四神のことだ。




　お互いの予定が入っていないかぎり、清志朗は蒼司朗と一緒に食事をしている。蒼司朗以外でピヨ四神と一番近い位置で食事をしているのは、神官の誰でもなく、清志朗なのだ。

　清志朗は蒼司朗が最も信頼している従兄弟だ。性格は穏おだやかで優しく、学年代表にも選ばれるような、優ゆう秀しゆうで礼儀正しい少年なので、ピヨ四神も心安くしている。

　結界領域の外なのに、霊力のない清志朗にも、ピヨ四神はたまに姿を見せてくれるときがある。

　蒼司朗をゆっくり寝かせておいてやりたいが、何か食べたいなと思ったなら、きっとピヨ四神は遠慮なく清志朗を頼るだろう。蒼司朗の行動を間近で見ている清志朗なら、蒼司朗がしているように、ピヨ四神に食事をさせてやれるはずだ。

　奥庭の神様のために帝都神社で支し度たくしている弁当は、最高級の食材を使い、一流の腕うで前まえを持つ料理人が調理している。それを無駄にするのは、とてももったいない。




「僕でよろしければ」

　清志朗はお任せくださいと、深々と頭を下げた。




　小此木神官長と鈴宮神官が病室を出てから、清志朗と望威は朝食をとった。

　配膳された病院の食事を食べ終わっても、望威は入谷たちから差し入れられたというお弁当に手をつけようとはしなかった。

（……気を遣つかってるのかな）

　清志朗は望威に声をかける。

「入谷さんが持ってきてくれたお弁当、食べないのかい？」

　尋ねられ、望威は曖あい昧まいな表情で笑う。

「ソウデスネ……」

　袋を開いた望威は、その中から水すい筒とうを取りだした。

「少しだけネ」

　望威はコップを取り、水筒から一口分だけ注そそいで清志朗のところに運んだ。

「ドウゾ」

「あ、りがとう……」

　清志朗は望威の差しだすコップを受け取る。

（催さい促そくしたみたいになっちゃったのかな……）

　はしたない真似をしたと、清志朗は反省する。

「望威くん、僕のことは気にしないでね。僕は大丈夫だから、全部食べて。それは望威くんのための差し入れなんだから」

「ハイ」

　ベッドに戻った望威は清志朗に微笑み、水筒を取って自分のコップに中身の半分ほどを注いだ。

　清志朗は望威が飲むのに合わせて、おすそわけしてもらった飲みもののコップを口に運ぶ。

（美お味いしいって、お礼を言わないと）

　本当に少しだが、わざわざわけてくれたのだ。

　飲みものを口に含んだ清志朗は、その瞬間目を剝むいた。

「!?」

　激げき烈れつに不ま味ずい。

　表情の変わった清志朗に、コップの中のものを飲み干ほして望威は笑う。

「ドウゾ、吐きだしてくだサイ」

　病室には小さな洗面台がある。そこに行けばすぐに吐きだして、口を濯すすげる。

（いや、そんなことを言われても……！）

　目の前で望威が同じものを飲んでいるのに、そんな失礼な真似はできない。嘔え吐ずきそうになり、清志朗は目を白黒させながらも、なんとかそれを嚥えん下かした。




　これまでに清志朗は、砂の国の料理を食べたことがない。

（砂の国の食べものの味は、僕の口に合わないのかもしれない……）




　清志朗は急いで水差しの水を飲んで、口に残った嫌いやな苦みと酸さん味みを洗い流す。

「……これ、何かな……？」

　なんとも破は壊かい的てきな、酷ひどい味の飲みものだった。

（薬？）

　良薬は口に苦しで、薬ならどれほど不味くても、納得できる気がする。

　コップに残りを注いで、望威は答える。

「『レモネード』ネ。砂の国では、皆、よく飲みマス」

「……え……？」

　清志朗は目を瞬しばたたく。




　レモネードとは、レモンの果か汁じゆうを水で割り、砂さ糖とうや蜂はち蜜みつで飲みやすく味を調ととのえたものだ。帝都育ちの清志朗もよく知っている。




（でも、今のは……）

　清志朗の知っているレモネードとは、まったく違う、罰ばつゲームで使う激げき不ま味ず飲料のような飲みものだった。

「……砂の国のレモンを使ったのかな？」

　食べ慣れたものがいいと、帝都に来る際に砂の国から百パーセント果汁のジュースを持ちこんだのかもしれない。

「帝都の果くだ物もの屋やさんでレモンを買いマシタ。ボクのお店の近くにあるヨ。店員さんは親切で、どの果物も美味しい、とてもいいお店ネ」

（そういえば、近所にあったね、青果店……）

　清志朗は望威の宝石店の場所を思い浮かべる。御ご進しん物もつにも喜ばれる、とても評判のいい青果店が確かにあった。

「砂の国のレモンはもう少し丸かったけど、味は帝都のレモンと同じデス」

　レモンの品種は違うようだが、味は大差ないらしい。

（レモンの味が同じなら……）

　清志朗は軽い頭痛に襲われながらも、必死に考えを巡めぐらせる。この得え体たいの知れない味の正体は────。

「……作り方が違うのかな。特殊なスパイスが入っているとか……」

「砂の国のレモネードも、帝都のレモネードと同じデス。レモンと蜂蜜と水で作りマス」

「…………」

　言葉をなくした清志朗を気にすることなく、望威はコップに注いだレモネードを飲み干し、お弁当に手をつけた。




（そういえば……）

　清志朗は『入谷の食べもの』を、前にも口にする機会があった。




　以前、帝都城で鼻血を噴ふいて昏こん倒とうし、この帝都大学附属病院に入院した望威を見舞いに来たとき、蒼司朗が入谷からオニギリをもらって持ち帰ったことがあった。

　食べものであれば、欲しい欲しいとねだって出てくる食くいしん坊ぼうのピヨ四神だが、そのオニギリは最初に珍めずらしがって匂いを嗅かぎに出てきただけで、すぐに引っこんでしまった。

「なんだよ？　いらないの？　じゃあ、オレと清ちゃんで食べちゃうぞ？」

　何かもらったときにわけあって食べるのは、蒼司朗と清志朗の小さいときからの習しゆう慣かんだ。一緒にと誘ってみたが、やはりピヨ四神は出てこない。

「────蒼くん、これ、すごく重いね」

「えーと、なんてったっけ、陸上で投げる……、そう、砲ほう丸がん！」

　アルミホイルで個こ包ほう装そうした入谷の手作りオニギリは、ずっしりと重く、砲丸投げの砲丸を連想させた。そして実際に、そのオニギリは砲丸のように硬かたかった。

「入学式のとき、望威くんの頭にこれが当たってたんだよね」

　清志朗と蒼司朗は、鈍にぶい音を立ててオニギリが望威の額ひたいに激げき突とつしたときのことを思い出す。確かにこんなものをぶつけられたら、衝しよう撃げきで椅い子すから転ころげ落ちるだろう。

「丈夫だなぁ、あいつ……！」

　相当痛かったに違いないと、蒼司朗は望威のタフさに感心した。

「身体がデカいと、痛みが全身に伝わるのに時間かかるのかな」

「蒼くん、恐きよう竜りゆうと人間を一緒にしちゃ駄目だよ」

　二人でわけようとしても硬くて割れず、とても歯が立たなかったので、残念ながら蒼司朗と清志朗は入谷のオニギリを食べることはできなかった。




　望威は育ちのよさを感じさせる上品な仕草でレモネードを飲み、お弁当を食べた。清志朗は望威からさりげなく目を逸そらす。

（美味しいの？　って聞いちゃ、駄目だよね……）

　おそらく絶対に不味い。

　そして普通の食事中に聞いたこともない、ばきばきがりぼりという咀そ嚼しやく音おんがしている。




　不味いとわかっているから、望威は清志朗に少しだけしかレモネードを注がなかったのだ。

（勧すすめて、悪かったな）

　入谷と那智がせっかく持ってきたのに、どうしたのだろうと考えたのは、余計なお世話だったに違いない。清志朗が言わなければ、望威は袋を開けなかったような気がする。
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　蒼そう司し朗ろうが目を覚さましたのは、昼も近くなったころだった。




　ベッドに座って新聞を読んでいた清きよ志し朗ろうは、物音は聞こえないが、ふと何か賑にぎやかになったような気がして、顔を上げる。ちょうどそのとき、蒼司朗が目を開けた。

「蒼くん……！」

　清志朗の声に、望ぼう威いも雑誌から目を上げ、蒼司朗のベッドへと振り向く。




　蒼司朗は、大きく深呼吸をする。

「────んー……！」

「大丈夫？　蒼くん」

　急いで新聞を置いた清志朗は、蒼司朗のベッドに近寄った。

　腕うでに点てん滴てきをしカテーテルをつけられている蒼司朗は、横になったまま清志朗に顔を向ける。

「うん、大丈夫。清ちゃん、悪いけど看かん護ご師しさん呼んできてくれるかな？」

「あ、あぁ、うん……！」

　蒼司朗の点滴は終わっている。清志朗は早足で病室を出て、看護師の待たい機き所じよに行った。

　ベッドのヘッドボードにコールブザーはあるが、それで音を鳴らして看護師を呼ぶことはできても、蒼司朗の様子がどうなのかを知らせることはできない。




「ミギャギャ」

「キュウ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

「ん、ちょっと待ってね」

　目を覚まして頰ほおに懐なついてくるピヨ四し神じんを、横になったまま蒼司朗は順番に撫なでる。




　清志朗が出て行くのを見送って、ベッドに座っていた望威は、遠えん慮りよがちに蒼司朗へと顔を向ける。

「……蒼司朗センパイ」

「ゴメン、ちょっと待って」

　意を決して話しかけようとした望威に言って、蒼司朗は静かに目を閉じた。

「ハイ……」

　望威は蒼司朗から目を逸そらし、俯うつむいて口を閉じる。




　明るい病室で真っ白なシーツに包まれている蒼司朗は、柔やわらかく光を反はん射しやし、淡あわく輝かがやいているように見えた。細い髪かみが光に透すけ、顔の輪りん郭かくがまろやかな産うぶ毛げでほんわりとしている。睫まつ毛げがけっこう長い。

（可愛かわいいデス、蒼司朗センパイ……！）

　ひっそりと眠っている姿を消しよう灯とう時間の暗くらがりで見るのも、小さい身体からだがより小さく感じられて、なかなか素す敵てきだったが、やはり蒼司朗には明るい日の光がよく似合う。寝起きのぽやっとした感じが、マニア心には堪たまらない……！

（イケナイ、笑っチャ……！）

　空気を読むのに疎うとい望威だが、さすがにこの場で一人笑み崩くずれているのは、いただけないと自制して、にやける口元を手で覆おおう。

「（グフッ）」

　笑いだしそうになるのを、望威は息を止めて我が慢まんする。




「やぁ、おはよう、蒼司朗くん。気分はどうかね？」

　看護師と一緒に病室に入ってきた松まつ嶋しま医師に、横になったまま蒼司朗は顔を向ける。

「おはようございます。とてもよく眠れたみたいで、すっきりしてます。痛むところや、だるく感じるところはありません」

「そう。では、君も清志朗くんたちと一緒に、午後に退院してよろしい」

　松嶋医師は起きた蒼司朗の元気そうな顔が見られて、安あん堵どする。眠ったままで診しん察さつして、異常がないことは確認していたが、きちんと視線を合わせて会話ができれば、もっとたくさんのことがよくわかる。蒼司朗の声は張りがあり、しっかりしている。

「成長期の身体に負ふ荷かをかけすぎるのは、あまり感心しないよ。がんばるのもいいが、ほどほどにしたまえ。いいね？」

「はい、毎回すみません」

　看護師が作業しやすいように、じっと動かずにいた蒼司朗から、点滴とカテーテルが外はずされた。繫つなげられていた管くだがなくなって、蒼司朗はほっとする。

「ありがとうございました」

「いいえ。蒼司朗くんはお利り口こうだから、看護しやすくて助かるわ」

「オレ、高校二年生ですよ」

　子供扱いしないでくださいと、自由になった蒼司朗は身を起こし、ぷっと看護師に頰を膨ふくらませて拗すねてみせる。

　小こ柄がらな蒼司朗は、小しよう児に科かの病びよう棟とうに入院している中学生のようだ。頭ではわかっていたのに、看護師は体格で混同してしまったらしい。

「あら、そうだわ。ごめんなさい」

「君、帝都城のお庭番様に、失礼だよ？」

　子供にしか見えなくても、蒼司朗は奥庭の四神様の加か護ごを受け、四神変化して天の戦士となり、帝都を守って戦っている。

　松嶋医師にたしなめられ、反省した看護師は蒼司朗に芝しば居いがかった様子で頭を下げる。

「どうぞ、ひらにご容よう赦しやくださいませ」

「うむ。よきにはからえ」

　学芸会の殿との様さまのように言った蒼司朗に、松嶋医師と看護師は笑った。




　医師たちと蒼司朗のやりとりを聞いていた清志朗は、ほっとする。

（よかった、いつもの蒼くんだ……）

　不偲池しのばずのいけで見かけたときのような、痛々しい影はない。




　外した点滴とカテーテル一式を持って顔を上げた看護師は、蒼司朗の隣のベッドで口元を手で覆っている、様子のおかしな望威に気づく。

「望威くん？　どうしました？」

「……ハイ？」

　看護師に声をかけられた望威は、顔を上げて振り向く。




　ほやや～と花が舞っているような締まりのない表情の望威の鼻から、ぼたぼたぼたっと血が落ちた。




「ちょ、ちょっと望威くん……！」

　看護師は驚いて望威に近寄る。

　看護師の慌あわてた様子に、振り向いた松嶋医師は蒼司朗に軽く手を上げて、望威のところに行った。




　清志朗は松嶋医師と看護師を連れて病室に戻ったとき、顔を伏せている望威に気づいていた。短い時間だが、病室には蒼司朗と望威の二人きりだった。

（また何か、『いいもの』を見たようだね……）

　幸せそうに頭の周りに花が舞っている望威に、清志朗は察する。

　蒼司朗に懐く奥庭の四神様という、最強の可愛いものコンボほどではないが、マニア心をくすぐるものを見て、興奮したのだろう。顔が怪あやしげに崩くずれていて、不気味だという自覚があったので、手で覆って隠かくしていたのに違いない。これまでのパターンから、だいたい清志朗には読めてきた。




　松嶋医師は望威を診察し、大事はないと判断して、後の処置は看護師に任せた。看護師が望威をてきぱきと処置する間に、松嶋医師から指示を受けた看護師が待機所からやってきて、鼻血で汚れたシーツを交こう換かんした。




　病室を出る松嶋医師を会え釈しやくして見送り、清志朗は蒼司朗のベッドに近寄る。

「何か欲しいものはある？　さっき蒼くんが寝ていた間に、小お此この木ぎ様と鈴すず宮みや神官が四神様と一緒に食べるようにって、お弁当を持ってこられたけど」

　蒼司朗は手にじゃれついて、ちゅーちゅーと指に吸いついているチビ白びやつ虎こを撫で、肩かたに乗っているチビ青せい龍りゆうに銜くわえられている耳じ朶だにちらりと目をやる。

（これって、腹減ってるんだよな）

　お腹を減らした赤ん坊が、口寂さびしいときにする仕草だ。

「じゃ、ミルクだけあげとこうかな。お昼まで、もうちょっとありそうだから」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュピピ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神はミルクという言葉に反応して、わいわい騒さわぎながら蒼司朗の膝ひざの上に集まった。期待に満ちたキラキラ目で見上げられる。

「支し度たくするから、ちょっと待って」

　抱っこして、蒼司朗は一度ピヨ四神を膝から持ち上げた。




　ピヨ四神の姿は見えないが、蒼司朗の動きを見て微笑み、清志朗は鈴宮神官が置いていった弁当の包みを開ける。

　立りつ派ぱな漆しつ器きの弁当箱と一緒に、ピヨ四神のミルク用の小皿が入っていた。




「はい、蒼くん」

「ありがとう、清ちゃん」

　蒼司朗は小皿を受け取って膝に置き、清志朗が栓せんを開けてくれた牛ぎゆう乳にゆう瓶びんの中身を、そっと注そそぐ。

　とぷとぷとぷ……。

「────ミゴゴゴゴ」

「キュー」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神はミルクが注がれている小皿を円つぶらな目で見つめる。

　ミルクを注ぎ終わって、蒼司朗は抱っこしていたピヨ四神を下ろした。

「はい、いただきます」

「ミギャギャギャギャ」

「キュイキュイキュイキュイキュイ」

「ピチュピチュピチュ」

「「（しゅーしゅーしゅー）」」

　わっと皿に群がったピヨ四神が、一いつ斉せいにミルクを飲む。




　膝の上のピヨ四神を眺ながめて視線を落とした蒼司朗は、そっと胸むな元もとに手をやる。

「……これ、清ちゃんがつけてくれたんだよね」

　入院着の下にあるのは、望もち月づき家けの家宝の『緑の石』だ。

　清志朗は蒼司朗のベッドの横にあった椅子に腰こしを下ろす。
















「それはやっぱり、蒼くんに持っててほしかったから……。勝手なことして、ごめん」

「ううん、勝手だったのは、オレのほうだよ。ありがとう、清ちゃん」

「とてもよく眠ってたね。疲れてたんだね、蒼くん」

　気き遣づかう清志朗に、蒼司朗は苦笑する。

「雨の中、帝都中あちこち走り回らされて、そのあと『蟲むし』だったんだよ？」

「そうだね」

　毎日ハードな生活を送っている蒼司朗だが、自分のせいで帝都を危険にするかもしれないという危機感と不安を抱いだき、悪天候の中わけもわからず奔ほん走そうしては、心身ともに疲れ果てて当然だ。




　看護師が病室を出るのを見送り、蒼司朗は望威に顔を向ける。

　両方の鼻の穴に脱だつ脂し綿めんを詰められている姿は間抜けだが、それでも男前は愛あい嬌きようがあるように見えるので得だ。

「オレ、お前のこと先入観で決めつけて、なんかすげー卑ひ屈くつなこと言った。カッコ悪いよな」

「イ、イイエ、そんダ……！」

　鼻の詰まった声で言い、望威はとんでもないと、オーバーアクションで両手を振る。

　蒼司朗は顔を上げて天てん井じようを見つめる。

「────オレ、すっげ長い夢見てた。帝都に初めて来たときのこと、一歳になるころのこと。ちっちゃい清ちゃんとオレがいた」

　言われて、清志朗はアルバムに残る写真を思い出し、望威は妄もう想そうする。

（一歳の蒼司朗センパイ……）

　よちよち歩きで、まだ乳にゆう児じの丸みたっぷりの────。




「フォ……！」

「望威くん、落ち着いて！　息止めて！」




　鼻と口を押さえた望威に、清志朗は急いで椅子から立ち上がって近づく。

「ちょっと上向いて！」

　首の後ろを支えながら、清志朗は望威の額ひたいに手を当て、上を向かせる。望威に上を向かせたまま、ベッド横の台に看護師が置いていった脱脂綿を取る。先に鼻に詰めていたものは、半分以上赤くなっていたので、新しく作った鼻栓と交換した。

　蒼司朗の言葉で想像したものが、小さいもの好きの望威のストライクゾーンど真ん中だったことは確かだが。

「興奮しちゃ駄目だよ」

「……スビバセン」

　上を向いたまま、望威は清志朗に詫わびる。

　昨夜と今朝、望威は興奮して鼻血を噴ふいたために医師と看護師の世話になり、汚れたシーツを交換してもらっている。半日の間に三度ともなれば、どこか悪いのではないかと精せい密みつ検けん査さを受けさせられるだろう。

　蒼司朗と一緒にいて、萌もえの刺し激げきが強すぎたからだと説明したなら、身体に毒どくだから蒼司朗には近づくなと、接近を禁止されるに違いない。




　蒼司朗は膝の上のピヨ四神の皿にミルクを継つぎ足す。

「帝都の昔の夢では、オレは小さいオレを外側から見てた。あれは、お前たちの記き憶おくだろう？」

　蒼司朗はミルクを飲むのを邪じや魔ましないよう、そっと指先でピヨ四神を撫でる。




「それから、砂漠……みたいなところにある、すごく暑い町で生活している人になってる夢を見た」

　夢を語る蒼司朗に、どきりとして望威は視線を向ける。

「オレは眠りながら四神様の力で、お前の記憶を覗のぞいたんだと思う」

　今とは少し違う入いり谷やと那な智ち、ペットの駝だ鳥ちようがいた。望威の姿は見えなかったが、あれが望威の見ていた光景なら、納得できる。行動している目線が、蒼司朗よりもずっと高くて、変な感じだった。

　望威は唇くちびるを引き結び、清志朗は静かに蒼司朗を見つめる。

　ほうと蒼司朗は息を吐ついた。

「────昨日、お前に言われてオレが回ったところ、あれは、お前の国になかったものばっかりだったんだな」




　葉は擦ずれの音を響ひびかせて涼すずやかに風の吹き抜ける竹たけ藪やぶ、自由気ままに優ゆう雅がに魚の泳ぐ川、たくさんの食品や生花が集まる卸おろし売うり市場、いつでも魚や海かい獣じゆうが見られる水族館、四季折々の美しい花が綺き麗れいに植えられた公園の花か壇だん、ふんだんに湯水の使える銭せん湯とう────。

　そして、雨。




　帝都で生活している蒼司朗たちには、日常に当たり前にあるもの。

　砂の国で生まれ育った望威が、どんなに願っても得られなかったもの。




　ずっと恵まれた環かん境きようにいるのだと思いこんでいた外国人の少年は、蒼司朗と同じく両親を亡なくし、過か酷こくな現実と戦っていた。




「小此木神官長たちにも言われただろうけど、この帝都で見たあの気味の悪い蟲のことは、誰にも話してはいけない。誓ちかわされたよね？」

「ハイ……」

　顔を上向けたまま、望威は視線で頷うなずく。

「指を少し切って、血でサインしまシタ」

　それは口外無用の念書というよりも、呪じゆ術じゆつめいた誓せい約やく。




「お前の国のことも、『同じ』だったんだな」

　望威は蒼司朗の持つ『緑の石』を欲しがっているが、なぜ必要なのかと、理由を告げることはなかった。




　砂の国の事情は、よその者には話せない。




「ざっくりとだけど、だいたい全部事情はわかったから、何も話さなくていい。オレの持っている『緑の石』は、オレ一人のものじゃないから簡単には譲ゆずれないけど、協力したい気持ちはあるよ。入谷さんと那智さんには、元に戻ってほしいってオレも思う」

「……ありがとうございマス」

　遠くに思いを馳はせるように、望威は目を閉じて慎しん重ちように言葉を探す。

「『緑の石』は、……『健すこやかな育はぐくみの力』デス。その力があれば、きっと……！」

　那智の奪われた時間を取り戻し、入谷から欠落したものを治せる────！




　詳くわしい事情はさっぱりわからないが、清志朗は耳にしたことだけで、推すい測そくする。

「蒼くん、『緑の石』の力を、入谷さんと那智くんに使うつもりかい？」

　清志朗が眉まゆを顰ひそめるのももっともだ。

　望威がいくつ『不思議の色石』を集めていたとしても、持っていない石の特性を正確に知っているわけではないだろう。




　蒼司朗は困こん惑わくを隠さず、望威に言う。

「望威、オレたちは木や草、植物に対してしか、『緑の石』の力を使ったことがない。あれが人に対して使っていい力なのか、わからない」
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「────『緑の指』の力、デスカ……」




　木や草花を上じよう手ずに育てる者が持つという、奇き跡せきの手を『緑の指』と呼ぶ。『緑の石』は、所有者に『緑の指』の力を与える。




　蒼そう司し朗ろうの『緑の石』は、植物を活性化させる力だと聞いて、望ぼう威いは眉まゆを顰ひそめた。

「……お前の求めているものとは、微び妙みように違うように思えるんだけど……」

　むうと考えこんだ望威を、蒼司朗は遠えん慮りよがちに窺うかがう。健すこやかな育はぐくみの力には、違いないのだが。

「絶対にオレの持ってるこの石でいいのか？」

　目的のものに間違いないのかと確認されて、望威は困る。

「タブン……」

　言葉を濁にごす望威に、蒼司朗は清きよ志し朗ろうと顔を見合わせる。

「植物以外には、試してからじゃないと使いたくないけど……」

「あんまり試したくないよね」




　健やかにさせることを目的とするのなら、試すものは、元気のないものや病気のものを選ばねばならない。試してみて、もしもそれで具合が悪くなったり、死んだりしては嫌いやだ。最終的に人間に使いたいのだから、成功するたびに動物を大きくしていくことになるが、それにはいくらか抵てい抗こうがある。

　そしてなんとか成功続きで試し終わって、最終的に入いり谷やと那な智ちに使うとしても、そこで絶対にうまくいくという保証があるわけではない。




「……ボクの家では、代々『不思議の色石』の研究をしてきマシタ。『不思議の色石』のほんの一部デスガ、持っている石のことなら、ボクはよく知っていマス。ボクが父から受け継ぐはずだった研究書がアレバ、ボクの持っていない石についても、詳くわしくわかったのデスガ……」

　研究書は町や宮きゆう殿でんと一緒に、砂に吞のまれてしまった。

　王家の分家である叔お父じたちのところには、その研究書の写しは存在しない。

（研究書は、ボクが作り直さなくテハ）

『不思議の色石』は、宝石よりも貴き重ちような砂の国の宝だ。




「でも、どうして帝都に来たんだ？　何か当てがあったのか？」

　蒼司朗の持っている『緑の石』の噂うわさが、知らないところで流れていたのだろうかと、内心不安になりながら、蒼司朗は望威に尋たずねる。

　望威は蒼司朗に、にこっと微笑ほほえんだ。

「アァ、それは『占い』ネ」

「は？」

　きょとんと目を丸くする蒼司朗に、望威は繰くり返す。

「『占い』で、欲しい石を手に入れるニハ、帝都に行けばイイと、出マシタ。だから帝都に来たのデス」

　晴れやかに言われて、蒼司朗と清志朗はがっくりとする。

「う、占い、って……」

「なんの当てもないのと同じじゃないのかな……」




　当たるも八はつ卦け、当たらぬも八卦。占いにはなんの保証も責任もない。




「砂の国の占いは、『占い用の色石』を使いマス。とてもよく当たるヨ」

　望威の瞳ひとみは、澄すんでいてまっすぐだ。疑う気持ちなど微み塵じんもない。

「『緑の石』を持ってる蒼司朗センパイに会えマシタ」

「いや、それは、そうかもしれないけど……」

　いきなり大当たりはしていないように、蒼司朗は思う。

「帝都には蒼くんの他にも『緑の石』のような、力のある不思議な石を持っている人がいるのかもしれないね」




　帝都には多くの資産家が居きよを構えている。公開していないが、宝石を集めている者は大勢いるはずだ。それを『不思議の色石』だと知らないまま、所有していてもおかしくはない。

　どんな力を秘めた石か知っていても、望もち月づき家けが家宝としている『緑の石』のように、受け継ぐ者たちにだけこっそりと教え、あちこちに吹ふい聴ちようして回ることはないだろう。




「まぁ、とにかくさ。望威がこの帝都に来て、オレと会ったのは、何かの縁えんだよ。事情を知ったからには、力になる。約束するよ」

　望月家の家宝の『緑の石』を渡すことはできないし、動物を相手に実験するのも嫌だが、困っている望威を放ってはおけない。

「いつになるかはわからないけど、ここにオレがいることをお前が覚えていてくれるなら、オレは絶対にお前のことを忘れない」

　帝都城奥庭のお庭番に就しゆう任にんした蒼司朗は、帝都を出ることはできない。帝都の中でなら、望威に協力できる。

「焦あせらずに探そう、望威」

　な？　と小首を傾かしげて、蒼司朗は望威を見つめる。

（蒼くん、その顔っ！）




　ヤバいと思った清志朗の横で、望威が大きく息を吸う。

「フ」

「落ち着いてっ！」

　素す早ばやく立ち上がった清志朗は、望威のベッドから枕まくらを取り、両手で摑つかんだそれを夢む中ちゆうで振り回した。




　バスッ！　ゴン！




　枕は望威の顔面にまともにヒットし、望威はベッドのヘッドボードに鈍にぶい音を立てて後頭部をぶつけた。

　反動で前のめりになった望威の身体からだが、がくんとベッドに横倒しになる。

　半開きになった口から、はみ出ている魂たましいの幻げん覚かくが見えるような────。




「き、清ちゃん……？」

　一いつ瞬しゆんの出来事に、蒼司朗は我わが目を疑う。

「い、いや、わざとじゃない、んだけど……」

　清志朗は目を泳がせる。望威があげるあの人ひと騒さわがせな叫さけびを止めたかっただけだ。ＫＯを狙ねらったわけではないが、つい力ちから一いつ杯ぱいやってしまった。

「看かん護ご師しさん、呼んできたほうがいいかな……」

「うーん……」

　どうしようと振り向いた清志朗に、なんと返事していいものか、蒼司朗も迷う。

　ついこの前、学校の生徒用玄げん関かんの壁かべに勢いよく激げき突とつしたときも、ものすごい音がしたのでどうなることかと思ったが、望威はけっこう平気そうだった。しかし、だからといってこのまま放置するのは、いかがなものだろうか。




「ミギャ？」

「キュイキュイ」

「チュピピピ」

「「（しゅー）」」

　なんだなんだどうした、と蒼司朗の膝ひざの上でたらふくミルクを飲んだピヨ四し神じんが、食後の運動でもするように、ぴょいぴょいと望威のベッドに飛び移った。




（え？）

　ベッドに飛び移って、望威に近づくピヨ四神の姿が見えた清志朗は、目を瞬しばたたく。

　清志朗が望威を気にかけているので、ピヨ四神は姿を見せてくれているのだろう。




　ピヨ四神は気絶している望威に近寄って、ふんふん匂いを嗅かいだり、つんつん突ついたりしてちょっかいを出すが、望威はぴくりともしない。

「ミゴゴ」

「キュウ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　チビ白びやつ虎こが小さい後ろ肢あしで望威の額ひたいに蹴けりを入れ、ぴしぽとチビ青せい龍りゆうが尾で頰ほおを叩たたき、チビ朱す雀ざくが首に手て羽ばチョップし、チビ玄げん武ぶのチビ蛇へびが、かぷっと耳じ朶だを甘あま嚙がみし、チビ亀がめが顎あごに頭突きして、蒼司朗のベッドに戻る。
















「蒼くん……」

（四神様の今の行動は……）

　危害を加えるというほどではないが、あれこれ、したい放題だったのだが。

　視線を泳がせ、蒼司朗は頭を搔かいた。

「えーと、大丈夫なんだよ、たぶん」

　心配するような状態ではないから、えいコイツ驚かせやがってとばかりに、ピヨ四神は各おの々おの望威に一発食くらわしてきたのに違いない。




「こら、駄だ目めだぞ？」

　蒼司朗は甘えて寄ってくるピヨ四神を、めっと叱しかる。

「ミギュ」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

「うん、いつも驚かされてばっかりっていうのはわかるけどさ」

　叱られて不満そうなピヨ四神に苦笑し、蒼司朗はピヨ四神を撫なでて可愛かわいがる。

「あいつには、あんまり大声出さないように注意するよ」

「うん、それがいいね」

　賛さん同どうして、清志朗は望威から視線を逸そらす。

　枕を振り回して思いっきり望威をぶっ叩いてしまった清志朗は、原因が元から絶たたれることを切望する。




（神官が望威を見たら、驚くだろうなぁ……）

　霊力のある者の目には、望威の額に蹴りを入れたチビ白虎の足跡が見えるはずだ。

　ありがたいのか、ありがたくないのか悩なやむが、神様に触ふれてもらったのだから、ここは喜んでおくべきなのだろう。




　看護師は病室を覗のぞきにこなかったので、望威が気絶している現状を知るのは、蒼司朗と清志朗しかいない。

　小一時間ほどして、望威は目を覚さました。

「……イツ寝たのカナ？」

　どうやらあのときの記き憶おくが飛んでいるらしい。加害者である清志朗は、思わず知らんふりをし、蒼司朗は天てん井じようを見る。

「枕が変わったから、熟じゆく睡すいできなかったんじゃないか？　ちょっと寝たら、すっきりしただろ」

「スッキリ……、というより、頭の後ろが痛イようナ？」

　気絶するほど強くぶつけたのだから、瘤こぶができていてもおかしくない。

　しきりに首を傾げながら身を起こす望威に、蒼司朗と清志朗はどきりとする。

「寝違えたんじゃないか？」

「望威くんには、ここのベッド、ちょっと小さいからね」

　適当なことを言う蒼司朗と清志朗の言葉を、望威は真ま面じ目めに聞いた。

「ナルホド、これが『ネチガエ』デスカ」

　ひとつ覚えたと、望威は満足そうに頷うなずいた。




「気になるところがなければ、これに名前を記入して、三人とも帰っていいですよ」

　望威が目を覚まして間もなく、看護師が入院記録の書類を持って病室に来た。

　蒼司朗と清志朗は立ち上がって、看護師にお辞じ儀ぎする。

「ありがとうございます」

「お世話になりました」

「お世話さまデシタ……！」

「はい、お大事に」

　蒼司朗と清志朗を真ま似ねて急いでベッドから下り、起立して頭を下げた望威に苦笑し、看護師は待たい機き所じよに戻っていった。




　書類に記名して提出し、三人が帝都大学附ふ属ぞく病院を出るころになって、雨がぽつぽつと降りはじめた。




「また今日も雨か」

　まだ雨あま合がつ羽ぱを着たり、傘かさをさすほどではないが、雨雲が覆おおいはじめている空を見上げてぼやいてから、蒼司朗は一緒にいる望威のことを思い出す。

「あ、っと悪わりぃ……！」

「イエ」

　望威は気にするなと蒼司朗に微笑む。

　このところ雨続きで、庭仕事が思うようにできない蒼司朗にとっては、またかとうんざりする天候だが、ほとんど雨の降らない砂の国で生まれ育った望威には、夢のように素す晴ばらしい光景だ。




　帝都学園高等部四時間目の授業は十二時半に終わる。今は十二時になったばかりなので、まだ四時間目の授業中だ。

「僕は家に帰ってお昼ご飯を食べて、午後から学校に行くよ」

　帝都大学附属病院と帝都学園高等部は、同じ帝都城公園北側にあって近いが、家人に心配をかけたままというのはよくないので、清志朗は家にいる母親と会ってから、登校することに決めたようだ。

　放課後、望もち月づき造ぞう園えんの手伝いをするときにも帰き宅たくするが、入院は突然だったので、元気な様子を見せて少しでも早く母親を安心させたい。

　午後の授業開始まで、まだ一時間以上ある。ゆっくりはできないが、遅ち刻こくせずに授業に出られるだろう。

「蒼くんはどうする？」

「んー、オレは帝都神社と奥庭に行ってから、学校かな」




　小お此この木ぎ神官長と鈴すず宮みや神官には、二度も見舞いに来てもらったのに、蒼司朗はずっと眠っていて、お礼が言えなかった。そして昨日は四神変化して天の戦士として戦い、蟲むしの穢けがれを浄じよう化かしたはずだが、蒼司朗は意識を失ってしまったので、最後はどうなったのかわからない。

　小此木神官長と鈴宮神官に持ってきてもらったお弁当があるので、昼食にはこれを帝都神社の社しや務む所しよで食べればいい。




「迷めい惑わくかけたこと、謝らなくちゃ」

　家に帰り着くまでが遠足であるように、後始末を最後まで見届けてこそ、天の戦士としての活動だ。体力切れで他の四神の戦士や神官に頼ってばかりの蒼司朗は、山のように反省することがある。




（奥庭、どうなってるかな）

　昨日は夕方からばたばたしたので、蒼司朗は丸一日奥庭に入っていない。降ったり止やんだりしている雨で、水はけがどうなっているのか気になる。

「ミギャ」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　奥庭のことを考えた途と端たん、何々？　と蒼司朗にくっついているピヨ四神が、きょろんと機き嫌げんよく顔を出した。

（こいつらが元気そうだから、水みず浸びたしになって根ね腐ぐされしかけているものはないと思うんだけど）

　一緒にいる清志朗や望威には見えないので、蒼司朗はピヨ四神をこっそりと順番に可愛がる。

「伯お父じさんたち、今日は帝都城公園で仕事だから、学校に行く前にひとっ走りして、オレはそっちに顔見せてくる」

　帝都城下に出る清志朗が、登校途中に帝都城公園で働いている望月造園の者たちと会っていると遅刻してしまうだろうが、帝都城公園内を移動する蒼司朗なら大丈夫だ。

　清志朗のことは蒼司朗が話せるし、蒼司朗のことは清志朗が話せる。望月家にいる梢こずえと、帝都城公園で仕事をしている左さ近こんたちは、二人のことがわかって安心するだろう。

「蒼くんの教科書とノートは、僕が一緒に持っていくよ。蒼くんは、寮りように戻らなくていいからね」

　帝都の学生として、外出時に学校の制服は着ているが、勉強道具は学生寮にある。

　自宅に戻って帝都城下から学校に向かう清志朗が、まとめて持ってくれば、手間が省はぶける。

「ありがとう、清ちゃん。ごめんね、昨日も鞄かばん頼んだのに」

「必要なのは午後の授業の教科だけだから、二人分でもたいした量じゃないよ」

　同じ部屋の清志朗は、一緒に部屋の掃そう除じをして蒼司朗の机の上を見慣れているので、勉強道具の場所を知っている。蒼司朗は清志朗になら、机やクローゼットを触られても嫌ではない。

「望威くんは？」

　清志朗に尋ねられ、望威は考える。

「ソウですね……、ボクも先にお店に行ってから、学校に行きマス。入谷と那智に心配かけマシタ。顔を見せておきたいデス」

　入谷と那智は朝一番で面会に来てくれたのに、面会謝絶で追い返されてしまった。検査結果に異常がないことは伝わっているだろうが、二人に心配をかけたままなのはよくない。




　清志朗と望威は帝都神社に向かう蒼司朗と別れて、外そと堀ぼりの西門の前からバスを利用して帝都城下に向かう。

「望威くんは、このバスだよ」

　帝都南地区に店がある望威は、帝都西地区に向かう清志朗とは、別の路ろ線せんバスだ。

「ハイ、ありがとうございマス」

　間違えないように教えてくれた親切な清志朗に礼を言って、望威はバスに乗りこんだ。平日のお昼時のバスは空すいていたので、遠えん慮りよなく座席に座る。手を振って見送る清志朗に、望威も手を振り返した。




　バスに揺ゆられて店に向かいながら、望威はぼんやりと窓まどガラスに当たる小さな雨あま粒つぶを見つめる。

（────雨を止めナイと……）




　ここ数日、同じ時間に同じように降る雨。

　宝石店に望威が仕掛けてきた『雨の石』は、知らない者が見ても、宝石をあしらったオブジェにしか見えない。まだ同じように雨が降っているので、入谷と那智はあれを片づけてはいないのだ。




　毎日忙いそがしくしている蒼司朗とゆっくり話をする時間が欲しくて、望威は雨を降らせたのだが、もうその必要はない。

　蒼司朗は『緑の石』を求める望威の事情を理解してくれた。

　協力してくれると言ってくれた。




（帝都では、こんなに簡単に雨が降ル……）




　雨を降らせる『不思議の色石』。

　砂の国では『雨の石』を使って誰だれが何度試しても、こんなふうに雨が降ることはなかったのに────。
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「蒼そう司し朗ろうくんは、よくがんばったと思いますよ」

　帝都神社の社しや務む所しよ奥で昼ひる休きゆう憩けいをとっていた小お此この木ぎ神官長は、見舞いの礼を言った後、昨日のことを尋ねて恐きよう縮しゆくする蒼司朗に、にこりと微笑ほほえんだ。

「自分一人の身を守るのも、まだやっとでしょう？　僕たちが着くまで、清きよ志し朗ろうくんと望ぼう威いくんを庇かばいきったのは、十分称しよう賛さんに値あたいします」

「でもオレ、気を失っちゃって、また迷めい惑わくをかけましたよね」

「ミギャギャ」

「キュイ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　気持ちを沈しずませる蒼司朗を、ピヨ四し神じんが小さな舌で舐なめたり、ふわふわ羽う毛もうを擦すり寄せたり、鼻はな面づらふんふんする。優しい接せつ触しよくに、蒼司朗はピヨ四神をそっと撫なでる。

　ピヨ四神に慰い撫ぶされる蒼司朗に、くすっと小此木神官長は笑う。

「そこのところは、ご愛あい嬌きようでいいんじゃないですか？　だいたい君、考えてごらんなさい。帝都で神職に就ついているのは、物心つかないころから親の真ま似ねをして神官の修行をしてきた、精せい鋭えいの神官なんですよ？　彼らは時間をかけて真ま面じ目めに勉強し、厳しい修行をして試験を受けて、帝都の神官になった人たちです。半年前に帝都に来て、ぽこっと奥庭のお庭番になっちゃった蒼司朗くんが、奥庭の四神様のご贔屓ひいきにあずかっているといっても、エリート中のエリートの神官たちと同じように行動できたら、それこそ笑っちゃいますよ。何様ですか、それ」

　小此木神官長には軽口で笑い飛ばされたが、内容は辛しん辣らつだ。

「すみません」

「蒼司朗くんは、天の戦士にしかできないお役目を果はたしましたよ。だから、何も気にしなくていいんです」




　天の戦士の浄じよう化かさえ行ってくれれば、蒼司朗が神官たちや他の四神の戦士にどんな迷惑をかけようともお釣つりがくる。




「ちゃんとできてましたか？」

　不安そうに確認する蒼司朗に、小此木神官長は大きく頷うなずく。

「はい。それはもう、きっちりと」

「本当のことですから、安心してください」

　お茶を運はこんできた鈴すず宮みや神官が、にっこりと微笑んだ。

　小此木神官長なら、大おお袈げ裟さだったり調子のいいことを言ったりしそうで疑わしいが、噓うそやお世せ辞じの苦手な鈴宮神官が言うことなら信用できる。

「蒼司朗様、あまりゆっくりしていると、午後の授業に間に合わなくなってしまいますよ。どうぞここでお昼ご飯をお召めし上がりください」

　目め敏ざとい鈴宮神官は、蒼司朗が差し入れの弁当を持参していることに気づいていた。

「すみません、いただきます。食べたら、学校に行く前に伯お父じさんたちのところに顔を見せに行かないと」

　のんびり話をしている時間はない。蒼司朗は病院から持ってきていた差し入れのお弁当を卓たくに出す。弁当箱の蓋ふたが取られると同時に、蒼司朗にくっついていたピヨ四神が、卓の上に飛び下りた。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュッピピチュ」

「「（しゅーしゅーしゅー）」」

「病院出る前に、ミルクやっただろ……！」

　食欲旺おう盛せいに目を輝かがやかせるピヨ四神に、蒼司朗は口を尖とがらせる。こうがっつかれては、何もあげていなかったようで、体てい裁さいが悪い。

「いい子にして、『お座り』して『お待ち』！」

　蒼司朗に言われて、顔を突っこみそうな勢いで弁当箱を覗のぞきこんでいたピヨ四神は、心持ち弁当箱から離れ、おすましして待つ。

「ん、いい子いい子」

　弁当箱の蓋にピヨ四神の分の昼食を取りわける蒼司朗を見て、小此木神官長は微笑む。

「そうですね。蒼司朗くんの入院は、なんだか毎度のことになってますが、望もち月づき造ぞう園えんの方たちに元気な顔を見せておいたほうがいいですね」

　小此木神官長に目め配くばせされ、そっと鈴宮神官は社務所を出た。




　はいどうぞと、蒼司朗に合図をもらうと同時に、ピヨ四神はご飯に突とつ撃げきする。

「浄化しなくちゃいけないって、先にわかってて、電池切れにならないように準備できる場合なら、なんとか入院せずにすむようになってきたんですが」

　わふわふと元気に食事をするピヨ四神を見つめながら、蒼司朗は小さく溜ため息いきを吐つく。

「昨日は、突発的でしたからねぇ」

　小此木神官長の声は緊張感を欠かく、ほややんとしたものだが、あらためて蒼司朗は帝都が常に蟲むしの脅きよう威いに晒さらされているのだと思い知った。




　突発的でも、あのようなことが起こるのだ。




「雨は蟲の『穢けがれ』を繫つなげるんですね……」

「一口に蟲と言っても、いろいろいます。水を好このむ蟲は、ごく少数ですけれどね。帝都の池や川、用水路などの水場には、必ず『清めの石』を設置して、汚よごれた水を好む蟲が棲すみつかないようにしているんですが、雨で水みず嵩かさが増えるようなときには、『清めの石』の力が追いつきません。雨で洗い流された汚れが落ちたり、ゴミが流れてきて溜たまると、さらに水は汚れ、穢れていく。水を好む蟲にとって、雨は最上の環かん境きようなんですよ」




　天気のいいときには、『穢れ』は埃ほこりのように空気中を漂ただよっている。雨で地面に落とされた『穢れ』は、水を媒ばい体たいにして繫がりあう。落らく雷らいのような刺し激げきは、細かく散っていた蟲の穢れを一気に凝ぎよう集しゆうさせ、巨大な蟲を出現させる────。




　ピヨ四神を世話して昼食をとりながら、不安そうな顔になった蒼司朗に、小此木神官長は微笑む。

「梅つ雨ゆ時には、ちゃあんと対たい策さくをとってますから、心配いりませんよ。今回は、ちょっと予定外だっただけです。いつもあんなことがあるわけじゃありませんからね」

「……そう、ですか」

「はい」

　小此木神官長に心配いらないと断言されて、蒼司朗は安あん堵どする。

（そうだよな。雨が降るたびに、あんな蟲が出たんじゃ大変だ）

　蒼司朗は幼おさないころから何度も帝都に遊びに来ていて、滞たい在ざい中ちゆうに雨の日もあったが、汚れた水を好む蟲のことは知らなかった。




　神官でもなく、『蟲むし呼よびの夜』に関係していない帝都の住民は、巨大化した蟲を見たことがない。それはきちんと対たい処しよされ、蟲が退治されているからだ。




　小此木神官長は窓の外を見る。

「────雨、上がりそうですね」

　ここ数日、決まった時間に同じように降っていた雨だが、今日は違うらしい。

（お咎とがめなし、というのも甘いですが、怖い思いをしたでしょうからね）




　帝都にいる者にだけ雨雲が見える不自然な降こう雨うは、砂の国から来た少年が『不思議の色石』を使って仕掛けた雨に違いない。

　先日、帝都南公園で蟲を大量発生させたことといい、帝都を守っている神社にとっては迷惑極きわまりない行動だが、今回も彼自身、痛い目に遭あっている。




　小此木神官長の言葉で、食べ終わった弁当箱を片づけながら、蒼司朗は窓の外を見る。あの灰色の厚い雲はなく、青空が覗のぞいている。

「今日は奥庭で仕事できそうですね。よかったー」

　満腹で寛くつろいでいたピヨ四神も、明るい空を見て目を輝かせる。

「ミギャギャ」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

「泳いだり水みず浴あびするのは、池の掃そう除じしてからだぞ？　水を飲むのは、湧わき水みずの小しよう滝たきのほうからな」

　蒼司朗は言い聞かせながら、指先でちょいちょいとピヨ四神を可愛かわいがる。

　水面に落ち葉やゴミが浮いているのを片づけてから、池で遊ばせないと汚れてしまう。湧水を引いて拵こしらえてある小さな滝が、小川を作って池に水を送っている。奥庭で一番綺き麗れいな水なので、飲むならこちらがいい。




「蒼司朗様、望月造園の方たちは、西の森庭園でお仕事なさってますよ」

　空からになった弁当箱を取りに来た鈴宮神官が、食後のピヨ四神用の『清し水みず』と蒼司朗用の『帝都のよく効きく薬を溶とかした水』を出して、蒼司朗に教えた。




　帝都城公園のどこかにいるはずなので、ひとっ走りして探しに行こうと考えていた蒼司朗は目を丸くする。

「すみません、ありがとうございます……！」

　わざわざ調べてくれたのかと、恐縮する蒼司朗に鈴宮神官は微笑む。

「いえ、たいした手間ではないですよ」

　望月造園が作業を行っても近きん隣りんの施し設せつに支し障しようがないか、確認のために作業予定書が提出されているので、ちょっと帝都城公園の管理事務所に問い合わせればわかることだ。

「近くでよかったですね」

「はい」

　小此木神官長に言われ、蒼司朗は笑顔で頷いた。




（たぶん、西の森庭園の作業を今日に振り替えたんだ）

　蒼司朗はピヨ四神を連つれて帝都神社を出て、西の森庭園に向かう。

　望月造園で予定している帝都城公園の作業はいくつかあるが、今日の予定に入っていたのは西の森庭園の作業ではなかったと蒼司朗は記き憶おくしている。

　天候や作業手順、花や苗なえなどの状態によって、当日になってからも臨りん機き応おう変へんに望月造園の作業は変えられるので、最初の予定が絶対ではないが、おそらく伯父の左さ近こんは、帝都大学附ふ属ぞく病院を退院した蒼司朗が帝都神社に行くだろうことを予測して、帝都神社に近い場所に変更したのだろう。

　帝都神社の近くで作業していれば、庭師の誰だれかが帝都神社に向かう蒼司朗を見かけるかもしれないし、帝都神社の社務所を覗けば蒼司朗の顔が見られるかもしれない。蒼司朗から望月造園の作業場所を探すとしても、短時間で見つけられる。




「────伯父さん！」

　作業場所がわかっていたので、蒼司朗は無む駄だに走り回ることなく、まっすぐ西の森庭園に向かい、昼休憩を終わろうとしている伯父たちを見つけることができた。

「おう、蒼。どうだ？　調子は」

「蒼ちゃぁん……！　親方も皆みなも、心配してたんだよー！」

　庭師の池いけ波なみに走り寄られ、蒼司朗は苦笑する。

「ごめんなさい、心配かけて。オレも清ちゃんも、大丈夫だよ。もしも何かあったらいけないからって、用心のための入院だったんだから。オレは帝都神社と奥庭に寄ってから、清ちゃんは家に帰ってから、午後の授業を受けに学校に行くんだ」

「清は家に帰ったかよ」

　ふうんと唸うなって、左近は煙管きせるをふかす。平気そうな顔をしているが、清志朗まで入院して、かなり心配していたようだ。

「蒼ちゃんも坊ぼつちゃんも、何もなくてよかったよー」

　感かん涙るいにむせぶ池波と、元気そうな蒼司朗を眺ながめ、昼からの作業の支し度たくをしながら庭師の暮くれ崎ざきと相あい原はらは笑う。

「あんまり入院ばっかりしてると、縮むぞー！」

「一瞬、見えなかったもんなー」

「縮みません！」

　大きな声で言い返した蒼司朗に、庭師たちは声をあげて笑った。




　ゆっくり煙けむりを吐きだしながら、左近は視線を泳がせる。

（あながち冗じよう談だんじゃねぇところが、笑えねぇよなぁ……）

　絶対に気のせいじゃないんだと清志朗が言っていたことを、左近は思い出す。

　力を放出してピヨ四神がピヨピヨ四神に縮んでしまったとき、蒼司朗も五センチばかり縮んでいたらしい。

（頼んますよ、奥庭の四神様）

　祈る思いで、ちらりと流した視線の先で、蒼司朗の頭の上に乗っているチビ朱す雀ざくが、左近に振り向いてちょいと右みぎ手て羽ばを上げてみせた。
















　西の森庭園から蒼司朗は奥庭に向かう。

「ミギャギャー」

「キュイキュイキャオ」

「ピッチュチュチュピピ」

「「（しゅーしゅーしゅー）」」

　奥庭に着いた途と端たん、飛びだしていったピヨ四神を放置して、蒼司朗は奥庭の様子を確認する。

「んー、やっぱりここ、ちょっと水はけ悪いな」

　低くなっているかもと思っていた場所は、水たまりになっていた。

　そして想像していたとおり、池には落ち葉や枯かれ草が浮いていたので、掃除しなくてはいけない。

　速すみやかに奥庭を回って確認して、放課後にする作業を決めた蒼司朗は、学校に向かう。




　帝都学園では遅刻した場合、生徒指導室に寄って遅刻届に必要事じ項こうを記入し提出してからでないと、授業を受けることはできない。

「ミギャ」

「キュイ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

「（珍めずらしがるな……！）」

　登校した蒼司朗がいつもと違う行動をとっているので、ピヨ四神は何をしているのかと好奇心に駆かられて顔を出す。

　蒼司朗の頭の上や、着ている制服のあっちこっちから、きょろんと顔を出しているピヨ四神は、霊力のない者の目には見えない。生徒指導の先生に変に思われないよう、小声でピヨ四神に注意して、蒼司朗は遅刻届を書いて提出した。




「蒼司朗くんは、障しよう害がい物ぶつ競きよう走そうの選手に決まったからね！」

　教室に入るなり斉さい藤とう正まさ則のりにそう言われて、蒼司朗はきょとんとする。

「障害物競争？」

「体育祭の種目だよ」

　ひと足先に登校し、別の組の学級代表の生徒との話を終えた清志朗が、廊ろう下かから戻ってきて蒼司朗に教えた。

「帝都学園の高等部では、毎年春に帝都城公園にある陸上競きよう技ぎ場じようを使って『春しゆん体たい祭さい』っていう体育祭をするんだ。今日の午前中にあった体育の授業でスポーツテストをして、出場する種目を決めたみたいだね」

「あぁ……」

　そうだったのかと、蒼司朗は納なつ得とくする。




　体育委員の筧かけい俊とし彦ひこは、清志朗に春体祭の出場登録用紙を渡す。

「清志朗くんは、去年と同じ、走り高たか跳とびだよ。皆、期待してるからね」

「うん、がんばるよ」

　微笑みながら余裕で返事をする清志朗は、とても頼もしい。




（走り高跳びかぁ……）

　身長が高いほうが有利な競技は、蒼司朗には縁えんのないものだ。信頼されている清志朗は、きっと去年もいい成績を残したのだろう。




「蒼司朗くんは走るのが速かったし、運動神経がいいから、障害物競争で絶対に一位を狙ねらえるよ」

「蒼司朗くんは、百メートル走に欲しかったのになー」

　斉藤正則や筧俊彦のように、一年生のときに同じ組だった者は、タイムを計はからなくても蒼司朗の足が速いことを知っている。蒼司朗がその場にいなくても、あれがいいこっちがいいと話しあって、競技種目を決めてくれたようだ。

　筧俊彦は蒼司朗に微笑む。

「帝都の四神神社対たい抗こうの御ご前ぜん試じ合あいより、全然たいしたことないから、余裕だよね！　蒼司朗くん」

「あー、うん、あれは特別だよ。他の神官の人がすごかったから、なんとかなっただけだし」

　振り落とされたら大おお怪け我が確実の怒ど濤とうの騎き馬ば戦せんは、今思い出しても生きた心ここ地ちがしない。玉入れの玉は、霊れい力りよく不足でまったく飛ばなかった。




「清ちゃん、他にどんな種目があるの？」

　蒼司朗は清志朗が確認している出場登録用紙を横から覗のぞきこむ。

「ミギャギャ」

「キュイ」

「ピチュ」

「「（しゅー）」」

（いや、お前たちはそんな真剣に見なくてもいいから）

　一緒になって覗きこもうとするピヨ四神を、そっと蒼司朗は宥なだめる。

　ピヨ四神は体育の授業のときと同じく、小此木神官長に抱だっこされて見学だ。御前試合のときのように、参加はできない。




　御前試合のことを持ちだされ、あれを思い出しただろう蒼司朗に、清志朗は笑う。

「そんなに過か激げきなのはないよ？」

　帝都学園高等部の春体祭は、綱つな引ひきや徒競走のある、ごく普通の運動会だ。




　一年生のときに体育の授業で同じだった生徒のことは、蒼司朗にもわかる。

「へー……」

　なるほど、しっかり話しあって決めたらしく、各かく人じん納得できる出場種目になっていた。

　綱引きやムカデ競争のようにクラス全員参加の種目もあれば、高飛びや短距離走のように選せん抜ばつ選手で挑いどむものもある。




「騎馬戦はないんだ？」

「うん、今年は棒倒しだよ」

　年度毎ごとに種目はいくつか変わるらしい。

「次の体育の時間から、全員参加の種目の練習が始まるからね。自主的に朝や昼休みに練習する人もいるよ」

「あれ？　クラス対抗リレーのところ……」

　無記名の欄らんがあることに気づいた蒼司朗に、筧俊彦は苦笑する。

「うん、篠しの原はらくんが、待ってくれって」

「ふーん……。篠原は走り幅はば跳とびの選手なのか」




　同級生たちの名前を確認していて、あれ？　と蒼司朗は眉まゆを顰ひそめる。

「────若様の名前がないよね？」

　選抜選手の欄のどこにも、若様の名前がない。

　尋ねた蒼司朗に、清志朗は静かに微笑む。




「若様は、帝みかどと一緒に観かん覧らん席せきでご覧になるんだよ」
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　午後の授業に篠しの原はら勇ゆう輝きと若様の姿はなかった。




「うん、具ぐ合あいがよくないからって、三時間目の体育の後に早そう退たいされたんだ」

　熊くま谷がい融とおるは五時間目が終わってから、蒼そう司し朗ろうに教えた。

「三時間目の体育の時間は、見学じゃなく、保健室で休んでおられたんだけど」

　保健室で休んでいてもよくなる感じがしなかったので、若様は早退することにしたようだ。篠原勇輝は若様を帝都城まで送るために、一緒に早退した。

「今年はとても、調子がよさそうなご様子だったのにね」

　残念そうな熊谷融に、清きよ志し朗ろうは頷うなずく。

「雨が降りだす前に帰られたのじゃないかな。雨は若様のお身体からだによくないから」

　ここ何日か、同じような天気が続いていた。蒼司朗たちが退院して帰ろうというころにも少し雨がぱらついていたので、空を見て降りだす前に移動したほうがいいと篠原勇輝は判断し、若様を早退させたのだろう。




　春しゆん体たい祭さいは学年対たい抗こう、クラス対抗、紅こう白はく対抗で点数を競きそい、総合優勝したクラスには特典がある。

「クラス全員での帝都観光権？」

　蒼司朗が目を丸くすると、斉さい藤とう正まさ則のりは言う。

「うん、校外学習扱あつかいで行けるんだ。遊園地とか帝都タワーとか、映画館とかね、好きなところに一日。引いん率そつに教頭先生と担たん任にんの先生が一緒だけどね」

「へえー、いいなぁ」

　そのクラスだけ授業ではなく、皆みなでお出かけできるのは楽しい。

　帝都の外から進学してきた生徒は、いい成績で故郷に戻るために勉強中心になっている者も多いので、友人と遊びに出られる機会があるのはいいことだ。

「去年総合優勝したのは、蔵くら田た先輩のクラスだったんだよ」

　清志朗は去年の春体祭を知らない蒼司朗に教えた。

　同じクラスになった生徒と協力し、団結する行事を春に行うと、よく知らない者とも友達になれる。楽しく高校生活を送るには、よい友達も必要だ。




　六時間目の後のＳＨＲシヨートホームルームでは、春体祭の全員参加の種目と応おう援えん合戦の練習をいつ行うかを決めた。




「────立りつ候こう補ほ者しやがいなかったからって、推すい薦せんで篠原を応援団長に決めちゃって、よかったのかな？」

　下校するために清志朗と教室を出た蒼司朗は、首を傾かしげる。いない間に決められてしまうには、あまりに大役だ。

　篠原勇輝が清志朗のように、皆に任まかされたからといって快こころよく引き受けてくれるのかどうか、蒼司朗にはよくわからない。皆がやりたがらない面倒ごとを押しつけられたとも、とれる。

「篠原は若様が第一だろ。若様に何かあれば、応援の練習が入っている日でも、練習を休むんじゃないか？　そうなると、皆困るんじゃないのかな」

　困こん惑わくしている蒼司朗に、清志朗は笑う。

「確かにそういうところはあるけど、大丈夫、心配いらないと思うよ。篠原くんは帝都小学校の一年生のときから、運動会では毎年クラスの応援団長をやってるんだ」

「え？　そうなんだ？」

　毎年やっているのなら、今年も自分がやって当然という感じかもしれない。

「篠原くんのいたクラスは、運動会の応援でこれまで何度も優ゆう秀しゆう賞しようをとってるよ。去年の春体祭の応援合戦でも、優秀賞だったんだよ」

「……へー」

　このクラスには篠原勇輝がいるのだから、応援団長の立候補者はいなかったのだろう。

　これまでの運動会での噂うわさを耳にしていれば、篠原勇輝を差し置いて、立候補しようという気は起こらない。篠原勇輝が積つみ上げてきた実績は、信頼に足りる。

　在校中にどうしても応援団長をやりたい同学年の生徒は、進級の際に篠原勇輝と別のクラスになるよう、希望を出していただろう。

「応援合戦で今年優秀賞をとるのは、僕たちのクラスだよ」

「清ちゃんが断言するなら、よっぽどすごいんだな。どんなのやるの？」

　応援合戦でよく見るのは、人文字やウェーブ、組くみ体たい操そうめいたものだ。自分のクラスの応援席を出ない範はん囲いで、あれこれと趣しゆ向こうを凝こらす。

「篠原くんは洋よう舞ぶを中心に、毎年いろいろ考えてるみたいだよ」

「へぇー、洋舞なんだ」

　ちょっと困ったなと蒼司朗は思う。日にち舞ぶは『追つい儺なの儀ぎ式しき』で基き礎そから稽けい古こをつけてもらったが、洋舞はまったく未経験だ。

（同じようには、いかないだろうなぁ……）

　日舞と洋舞では、型や動きが全然違う。困った顔になった蒼司朗に、清志朗は笑う。

「噂を聞いたり、見たりして、篠原くんと応援合戦をやりたくて、同じクラスになるのを希望する子もいるんだ。憧あこがれてたり興味があっても、洋舞なんてやったことのない子もたくさんいるから、心配しなくていいよ。僕も篠原くんに教えてもらって、応援合戦でやったことがあるだけだし。蒼くんは運動神経がいいから、目立つ場所を割り振られるだろうし、がんばらないとね」

「あー、うん、そうだね」

（絶対、前の列だもんな、オレ）

　実力や運動神経云うん々ぬんではなく、身長の関係で、どうしても立ち位置が前方になるのは、諦あきらめるしかない。御ご前ぜん試じ合あいと『更こう衣いの祓はらい』のとき、蒼司朗は客から姿がよく見える、前のほうにいた。

　そういえばと蒼司朗は思い出す。

「篠原は御前試合で白びやつ虎こ神社の大将やってたから、応援団長もあんな感じかな」

　味方の士し気きをあげるのも、練習でかける号令も、篠原勇輝はとても上う手まかった。




「ミギャ」

　白虎神社での御前試合の練習と聞いて、ぴこっと胸むな元もとから顔を出したチビ白虎を、それ以上飛びださないよう、蒼司朗は撫なでて宥なだめる。

「あの練習は、きついっていうか、皆殺気立ってて怖かったけどさ」

　周りにいるのが蒼司朗よりも身体の大きな大人おとなばかりということもあったが、御前試合は、日頃からちょっと気に食くわない他の神社の神官の隙すきをついて、一発入れられるまたとない機会でもあったので、練習は真剣だった。




「普段の篠原くんは怖いけど、篠原くんを真ま似ねして大声出したり、皆で揃そろって動くのは楽しいよ」

　以前同じクラスになったときのことを思い出して、くすくすと清志朗は笑った。

「あー、うん、そうだろうね」

　優等生の清志朗には、新しん鮮せんだったに違いないと蒼司朗は思う。

　帝都学園高等部の在校生は、育ちがよくて上品な生徒ばかりだ。公然と羽は目めを外はずして大だい胆たんに粗そ野やな振る舞いができる体験は、面おも白しろいだろう。




（小学校のころから応援団長って……、場数踏ふんでおこうとか、考えたのかな）

　篠原勇輝は帝都の名家の子し息そくだ。ある程度、人の上に立つ目立つことをしなければならないだろう。帝都の外から進学してきた生徒にとっては、帝都での学校行事のいい思い出話のひとつになる。

　御前試合のときは、篠原勇輝は白虎神社の跡取り息むす子こで優秀な巫かんなぎで、白虎の戦士だからと蒼司朗は思っていたが、それだけではなかったようだ。

　蒼司朗には想像しかできないが、篠原勇輝はいろいろと期待され、それに立りつ派ぱに応こたえていかなければならない事情がある。




　清志朗と別れて帝都大学で講こう義ぎを受けた蒼司朗は、社しや務む所しよで神官装しよう束ぞくに着替えて奥庭の仕事に向かう。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュピ」

「「（しゅー）」」

「泥どろ遊あそびしないでくれよー」

　飛びだしていくピヨ四し神じんを見送って、蒼司朗は予定していた作業にとりかかった。

（少しでも居い心ごこ地ちいい庭になるようにがんばらないと）

　可愛かわいい奥庭の四神様と帝みかど、若様に寛くつろいでもらえる場所にしたい。

　池の掃そう除じをしていた蒼司朗は、今朝見た夢のことを思い出す。

　蒼司朗が初めて足を踏み入れた奥庭は、荒れ果はてていて元の状態がほとんどわからなかった。夢で出てきた十五年も前の庭は、じっくりとは見られなかったが、この池や大きな石の場所は確かに同じだった。

（苅かり谷や様……）

　挨あい拶さつして、抱だっこしてもらっていた。まったく覚えてはいないけれど。

（お会いしてたんだな、オレ）

　奥庭の前任のお庭番については、誰だれも何も教えてくれなかった。

（意識しないでオレが作業できるようにって、気を遣つかってくれたんだと思うけど）

　小お此この木ぎ神官長はきっと、真似する必要はないと言うだろう。そしてあらゆる面において力不足の蒼司朗は、真似したくてもできない。同じことは絶対にできない。

「ミギャ」

「キュウ」

「ピピピ」

「「（しゅーしゅー）」」

　元気に走り回って遊んでいる奥庭の四神様は、小さな赤ちゃん動物の姿だ。

（同じ庭じゃ、困るよな）

　機き嫌げんよく遊んでいるピヨ四神に、くすっと蒼司朗は笑う。この小さな四神様にとって、居心地のいい庭にすることが蒼司朗の仕事だ。




　────大きくなったら、奥庭もよろしくお願いしますね。




「……お庭番になれってことじゃなくて、帝都城お抱かかえの望もち月づき造ぞう園えんの庭師の一人として、よろしく、だったんだと思うんだけどな？」

　作業を行うのはお庭番だけだが、奥庭の庭仕事に必要なものは望月造園が仕入れる。望月造園の手助けがあって、奥庭は綺き麗れいに整えられているのだ。

（それにしても……）

「オレってなんかぜんっぜん、変わってない感じだ……！」

（去年、植うえ野の駅に降りたとき、帝都に挨拶したよ……）

　思い出して、蒼司朗は苦笑する。

　母に抱っこされて初めて帝都に来たときと、一人で巌いわ手てを出て帝都に来たときは、とてもよく似ていた。

　幼おさないころのままの蒼司朗だったから、奥庭に来られたのだろう。

（ひさしぶりに母さんや父さんの夢見た……）

　蒼司朗の記き憶おくよりも若い母や父は、アルバムの写真で見た姿と同じだった。元気だった祖そ父ふ母ぼにも会えた。

（ありがとう、四神様）

　優しい人たちのいたあの時間は遠く過ぎ去ってしまったけれど、大切に愛されていた幸せな場所に自分は確かにいたのだと、思い出すことができた。




「ゴミ捨ててくるからなー」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュッチュ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神を遊ばせている奥庭に愛用の枝えだ打うち斧おのを残し、蒼司朗は掃除したゴミを纏まとめて運びだす。




　帝都城公園関係者だけが出入りできるゴミの集しゆう積せき場所に行った蒼司朗は、同じく西の森庭園から剪せん定ていゴミを運んできた伯お父じたちと会った。

「おう、蒼、どうだ？　調子は」

　望月造園の作業は、この掃除で終わりだ。

「うん、雨で具合の悪いところが見えてきた。順番に直していくよ」

　前任のお庭番である苅谷純すみ友ともがいたときにはきちんと整えられていたのだろうが、放置されていた年月が長くて荒れ放題だったのと、手を入れた蒼司朗が庭師として未み熟じゆくだったのとで、今の奥庭にはあれこれ不具合がある。ひとつひとつ、見つけるたびに手を入れて直していくしかない。

「蒼ちゃんなら大丈夫っスよ」

　ゴミを運んできた池いけ波なみが快かい活かつに笑う。

「池、テメェわかったようなこと言って、蒼を甘やかしてんじゃねぇ！」

　左さ近こんに怒ど鳴なられた池波は、口を尖とがらせる。

「がんばってるんだから、応援してるだけっスよ！　親方は蒼ちゃんに厳きびしすぎっス！」

「なんだと、コラ！」




「ごめんなさいごめんなさい！　オレのせいで喧けん嘩かしないでください！」




　大声で言いながら慌あわてて割って入った蒼司朗に、神官装束を汚よごしてはいけないと、左近と池波は急いで離れる。

「……とっとと戻って掃除しやがれ」

「へーい」

　池波は左近に返事をして、蒼司朗に手を振って作業場所に戻る。

　ほっとした蒼司朗は、ふと思い出して左近に言う。

「伯父さん、若様って大変なんだね。運動会に出ちゃいけないのって、怪け我がしちゃいけないからだよね」

「あん？」

　振り向いた左近は、怪け訝げんそうな顔で蒼司朗を見た。

「若様だから、運動会禁止なんてこたぁねぇだろ？　動き回ってりゃ誰だって、怪我ぐらいすらぁ」

　若様は奥庭の四神様の加か護ごを受けているので、もしも何かあったとしても、大怪我をしたり、大事に至いたるようなことは絶対にない。他の子供より、不安なく行動できるはずだ。

「え？」

　蒼司朗はきょとんとする。言われてみれば、確かにそのとおりだ。




　現在の帝は、左近と蒼司朗の父である右う近こんとの間の学年だったので、同じ時期に学校に在ざい籍せきしていたことがある。




　子供のころを思い出し、左近は楽しそうに笑う。

「今の帝は、学年対抗リレーのアンカーやったり、応援団長やったり、騎き馬ば戦せんの大将やったり、そりゃあ大だい活かつ躍やくだったぞ。無ぶ礼れいがあっちゃいけねぇが、誰も手ぇ抜こうとか思えねぇぐらい、強敵だったからな。映璃はゆり様も足速はえぇだろ？」

「……うん」

　蒼司朗は頷く。

　体育の時間にタイムを計ったり、若様と競争したことはないが、走っていったのを追いかけようとしても、追いつけなかった。




（でも、春体祭は帝と一緒に観かん覧らん席せきでご覧になるって、清ちゃんは言ってた）

　そして春体祭の出場登録用紙のどこにも、若様の名前はなかった。

　だから蒼司朗は、運動会という行事に関して、若様は代々観覧するだけで参加しないものなのだろうと早はや合が点てんしてしまった。

　体調不良で早退や欠席が多く、お城に戻ることも度々ある今の若様は、細身で見た目が美び麗れいなので、儚はかなげな印象があるが、蟲むしの放つ穢けがれに弱いだけで体力はある。

　学校の体育の時間は、その他の授業に支し障しようが出ないよう、大事をとって見学するのはわかる。

　だが運動会、帝都学園高等部の春体祭は年に一回、一日を通して行う行事だ。家族も観覧できるように、日曜日に行われる。

　春体祭の翌よく日じつの月曜日は代休になるので、ゆっくりと休めるのに、別席で観覧するだけなんて、絶対にもったいない。

「どういうことなんだ？」

　わけがわからないと首を傾かしげながら奥庭に戻る途中、蒼司朗は篠原勇輝の姿を見つけた。




「篠原！」

　呼びかけられ、篠原勇輝は振り向く。

「……おう」

　篠原勇輝が無ぶ愛あい想そうで不ふ機き嫌げんそうで怖いのは、いつものことだ。目が据すわっていないので、今は別に機嫌が悪いわけではない。

　中身の入っていないぺったんこの学生鞄かばんを小こ脇わきに抱かかえ、帝都城からの帰りである篠原勇輝に、蒼司朗は駆かけ寄る。

「若様のお加減はどう？」

「……あぁ、まぁな」




　危き惧ぐしていた雨は降らなかったので、若様の具合がさらに悪くなることはなかった。だが晴れたからといって、穢れが祓われないかぎり、劇げき的てきに改善するということもない。




「あのさ、篠原なら知ってると思うんだけど」

「なんだよ」

「どうして若様は春体祭に出ないのかな？　若様は走るのすごく速いのに、もったいないなって、思うんだけど」

「お前がそれを言うのか!?」

　嚙かみつくような剣けん幕まくで言って、胸むなぐらを摑つかんだ篠原勇輝に、蒼司朗は驚く。

「オレが、何？」

　真正面からきょとんと見つめ返されて、篠原勇輝は忌いま忌いましげに舌した打うちする。

「────なんでもねぇよ……！」

　振り捨てるように、篠原勇輝は蒼司朗にかけた手を離した。

　ざくざくと歩いていく篠原勇輝を、蒼司朗は追いかける。

「なんでもないわけないだろ、おい！」

　篠原勇輝は乱らん暴ぼうだが、ただ暴力的なわけではない。行動には何かしら意味がある。

　追いかける蒼司朗に振り返り、篠原勇輝は怒鳴る。

「関係ねぇ奴やつぁ、すっこんでろ！」

「っ！」

　牙きばを剝むく獣けもののように、特とく徴ちよう的てきな犬けん歯しを見せて怒鳴った篠原に、蒼司朗は思わず身を竦すくませて足を止めた。

　びくっと身を震ふるわせた蒼司朗を見て、篠原勇輝は過か剰じような怒りをぶつけたことに気づく。




　奥庭の四神様に気に入られて帝都城奥庭のお庭番に就しゆう任にんした蒼司朗は、天の戦士に四神変化することができる唯ゆい一いつの存在だ。神官としても庭師としても、まだまだ役立たずであり、奥庭の四神様を同行していなくても、決して軽かろんじていい存在ではない。

　高位の神官の資格を持ち、白虎の戦士である篠原勇輝が、無む闇やみと蒼司朗を威い嚇かくして怯おびえさせるのは神職にある者としてよろしくない。




「……ちっ！」

　篠原勇輝は蒼司朗に背を向け、歩き去った。




（奥庭のお庭番に、もっとちゃんと『力』があれば……！）

　しかし篠原勇輝は、蒼司朗を『お庭番』として認めないと豪ごう語ごしている。

　蒼司朗に『お庭番たる力』を求めてはいけない。

（あいつにあのお役目は、重すぎる）

　認めないと篠原勇輝が主張し続ければ、蒼司朗には逃にげ道ができる。認めない者がいるからと、全部篠原勇輝のせいにして、お庭番を辞やめられる。




（────蒼司朗……）

　何度も抱えた細く軽い身体の感かん触しよくを、篠原勇輝ははっきりと覚えている。おそらくは、蒼司朗本人よりも、あの身体がどれほど頼りないのかを知っている。

　自分の血を蒼司朗へ輸ゆ血けつすることにも、躊ちゆう躇ちよはなかった。力なく閉じられた瞼まぶたに、いつでもまっすぐに向けられる澄すんだ瞳ひとみを二度と見られないのではと恐怖した。天の戦士として浄じよう化かを行い、蒼司朗がぐったりと気を失うたびに、いつも。

　自分がどれほど危き険けんなことをしているのか、当事者である蒼司朗は絶対にわかっていないと篠原勇輝は思う。




　小柄な身体に夢を詰めこみ、一流の庭師になるために帝都へと来た少年に託たくされるようなことではない────。
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　ピヨ四し神じんの待つ奥庭に向かいながら、蒼そう司し朗ろうは考える。

（篠しの原はらが『関係ない』『認めない』ってオレに言うのは、『お庭番』に関係することだ）




　────お前がそれを言うのか!?




　春しゆん体たい祭さいに出ない若様のことを尋たずねた蒼司朗に、篠原勇ゆう輝きは怒ど鳴なった。

「あの言い方だと……、オレが悪い、ってことだよな」

　蒼司朗は若様に何もしていない。

　悪いことも、いいことも、していない。

「オレが、できないことが、悪い」

　力不足であることは、誰だれかに指し摘てきされるまでもなく、蒼司朗自身がよくわかっている。




　蒼司朗の沈しずんだ気配を感じ取ったのか、奥庭の扉とびらを開いてすぐのところで、ピヨ四神がお座りして待っていた。

「ミギャン」

「キュウ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　飛びついてきたピヨ四神を、蒼司朗は抱だっこする。

「ごめん、心配かけたね。大丈夫だよ」




　若様は今年、一般の生徒にもわかるほど、体調がよかった。

　公人である自分の立場をよく理解している若様は、分け隔へだてをしない。初めて会ったときよりも、表情が柔やわらかくなったと感じられるのは、蒼司朗が信頼されるようになったからではなく、きっと若様の身体からだにかかる負ふ担たんが減っているからだ。




（お庭番……天の戦士としての役目は果はたしているって、神官長は言ってた）

　奥庭の手入れは行っているし、天の戦士にしかできない浄じよう化かは、確かになされているのだろう。だが、余力のまったくない、ぎりぎりの状態だから、蒼司朗は消しよう耗もうが過ぎて気を失っている。

　蒼司朗に浄化できたのは目立つ蟲むしだけで、放たれた穢けがれにまでは、力が及ばない。掃そう除じをして目に見える大きなゴミはなくなったが、空気が汚よごれたままのような状態なのだ。

「オレにもっと力があったら、若様は春体祭に出られたんだ。体育の時間だって、見学じゃなくて……」

　叶かなえたい望みはたくさんあるが、高望みをしてはいけない。

　時間は待ってくれない。

（ひとつだけなら、なんとかなるかもしれない）




　帝都神社から寮りように戻った蒼司朗は、談だん話わ室しつで望ぼう威いが大勢の一年生に囲かこまれて、話をしている姿を見かけた。

「────蒼司朗センパイー！」

　視線に気づいて、手を振る望威に手を振り返し、こっちに来るなと制して、蒼司朗は一年生の邪じや魔まをしないよう自分の部屋に行く。




「ただいまー、清きよちゃん。勉強道具、持って帰ってくれてありがとう。談話室で見かけたんだけど、望威は人気者になったみたいだね」

「お帰り、蒼くん。望威くん、推すい薦せんされて応おう援えん団長になったんだって」

　先に帰っていた清きよ志し朗ろうの手で、蒼司朗の机つくえの上には、今日授業で使った教科書やノートが、触さわりましたとわかるように置いてある。

　春体祭について望威は何も知らないので、細こまかいことは体育委員や帝都学園中等部から進学した生徒が教える。望威を中心に据えれば、異国情じよう緒ちよを加え、他とはちょっと違った面おも白しろい応援になるだろう。

「望威くんは留学生で背が高くて、見た目で近寄りにくかったし、お店のこともあって、一年生の中で浮いた感じだったから、よかったよ」

「そうだね」




　帝都っ子の生徒のなかには、実家が店を営いとなんでいる者も少なくないが、望威のように高価な品物を扱あつかう宝ほう飾しよく品ひん店てんでは、店を利用したり、気軽に遊びに行くことはできない。

　年ねん齢れいは他の一年生の生徒と同じだが、望威は見た目は大人おとなのように大きいし、何を考えているのかわからない奇行も多々あり、いろいろな意味で気軽に接することのできない少年だった。

　春体祭を機会に、話をする者が増えれば、望威が求めている『不思議の色石』の手がかりが摑つかめるかもしれない。




「筧かけいくんが寮に帰った篠原くんに、春体祭の応援団長に推すい薦せんされたことを伝えたよ。明日の朝のＳＨＲシヨートホームルームから、練習だからね」

「うん、わかった」

　蒼司朗は枝えだ打うち斧おのをいつもの場所に置き、頷うなずく。

　すぐに練習に取りかかれるのは、どんな応援をするのか、もう決まっているからだ。

「体育祭は、あと二回……」

「ミギャ？」

「キュウ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　順番に蒼司朗のベッドの上に下おろされながら、くりっと首を傾かしげてピヨ四神は蒼司朗を見つめる。円つぶらな瞳ひとみに微笑ほほえんで、蒼司朗はピヨ四神を撫なでる。

「成功させるよ、絶対」




　御お神み酒き徳利とつくりを片手に、ふらりと帝都神社を出た小お此この木ぎ神官長は、閉へい園えん時間を迎むかえて帝都城公園に誰もいないのをいいことに、堂々と芝生しばふに入った。

「お月さまは、昔と変わりませんねぇ」

　月を見上げて座り、静かに一いつ献こん傾かたむける。




　────芝生に入ってはいけませんよ、小此木様。




　懐なつかしい幻げん聴ちように、ふっと小此木神官長は笑う。

「あなたの後こう継けい者しやくんは、今日わたしに、あなたと同じことを言いましたよ？」

　年に一度の行事なのでお願いしますと、深く頭を下さげて。

「もちろん、協力するのはやぶさかではありません。あなたもどうぞ、見守ってあげてくださいね」

　酒しゆ杯はいを傾ける小此木神官長を、静かに月が見下ろしていた。




　帝都城下にいる蟲と穢れを祓はらう『蟲むし呼よびの夜』は、帝都城下に満ちた穢れの濃こさから判断して、日程が決められる。

　決行はおおよそ、一ひと月つきに一、二回だが、天てん候こうや気温の上下、人の動きや事件・事故の有う無むでも穢れの濃のう度どは変わるので、次回までの期間が長いときもあれば、短いときもある。

　状況によっては、今夜『蟲呼びの夜』を行うと、急ぎの連絡が来るときもある。決定の連絡はいきなりでも、帝都の神官は常つねに帝都城下に満ちる穢れの状況に気を配くばっている。想定内なので、慌あわてることはない。

　帝都の神官や『蟲呼びの夜』の関係者は、臨りん機き応おう変へんに対たい処しよできるよう、常に準備を怠おこたらない。




「明々後日しあさつてと来月の二は十つ日か？　ずいぶん先のことまで決められましたのね」

　放課後、四神の戦士として帝都城に呼びだしを受けた芙ふ蓉よう薫かおる子こは、いつもと違う連絡事じ項こうを聞いて首を傾げた。

　穢れが濃くなってきたと思っていたので、明々後日の『蟲呼びの夜』は納なつ得とくできるが、来月の二十日とは。

　蔵くら田た実さね親ちかも、ふむと唸うなる。

「来月の二十日の前に、穢れが濃く溜たまった場合はどうなるんですか？　前倒しですか？」




　蟲の数や穢れの具ぐ合あいは、人間の都つ合ごうでどうこうなるものではない。あらかじめ予定を立ててもらえるのは、他の用事が組みこめて助かるが、皮算用で決めるのは危険だ。予想していたよりも早く、穢れが濃く溜まる場合もあるだろう。




　腑ふに落ちないという顔を眺ながめ、小此木神官長は微笑む。

「そうですね、その場合は、二十日より前に、もう一回入れちゃいましょうか」

「もう一回って……！　なんですか、それ!?　そんなの、聞いたことないですよ！」

　お気楽に言われて、安あん藤どう奏かなでは驚く。二十日の『蟲呼びの夜』は変へん更こうしないようだ。




　辛つらい苦しいと泣き言は誰も言わないが、四神変化して四神の戦士となるのは、そう簡単なことではない。目には見えなくても肉体には相当の負担がかかり、確実に命や魂たましいを削けずる危険を伴ともなう。

　現役を退しりぞいてから出てくる後こう遺い症しようをなくすため、四神の戦士を務つとめるのは若い間の短期間だけと決められている。

　常に万全の状態で力を使えるよう、日常的な健康管理をしっかりと行うのはもちろんだが、四神の戦士はまだ現役を続けられる間に、次の者と代替わりする。

『蟲呼びの夜』に参加している、精せい鋭えい揃ぞろいの帝都の神官たちも、四神の戦士ほどではないが、かなりの霊れい力りよくを消しよう耗もうしている。安全な結けつ界かいの外で『蟲呼びの夜』が終わるのを待ち、道路や周辺の修復に携たずさわる者たちも、夜を徹てつしての作業だ。翌よく朝あさの仕事に、少なからず影えい響きようが出るだろう。

　気楽にもう一回などと言われては困る。




「奏くんは、聞いたことがないでしょうねぇ。でも、前にも一度、あったんですよ」

「前例があったって────！」

「来月の二十日？　その日は確か……」

　小此木神官長に意見する安藤奏の言葉を遮さえぎり、思い出した蔵田実親は篠原勇輝を見た。

　来月に決められた『蟲呼びの夜』の日程に、他の三人のように動じることもなく、静かに視線を落としていた篠原勇輝は、注目され、深く頭を下げる。

「勇輝くん？」

　黙もくしたままの篠原勇輝の態度に、芙蓉薫子は目を丸くする。




　篠原勇輝が何も言わないのは、言えないからだ。

　意見を述のべることはできないが、三人に賛さん同どうしてほしいので、頭を下げている。




「二十日に何かあるんですか？」

　わけがわからず眉まゆを顰ひそめる安藤奏に、くすっと蔵田実親は笑う。

「二十日ではなく、二十一日だよ」

『蟲呼びの夜』を行う日ではなく、穢れが浄化された次の日。




　二十一日は、帝都学園高等部の春体祭の日。

　プライドの高い篠原勇輝が、なりふり構わず頭を下げるのは、若様に関する事情のあるときだ。




　小此木神官長は、にこりと微笑む。

「来月の二十日のことは、若様には内ない緒しよですからね？」

　その身に蟲を集めてしまう性質の若様は、蟲が拡かく散さんせず処理しやすくなるよう、自主的に『蟲呼びの夜』に参加している。四神の戦士や神官の手助けをしたいと、身体にかかる負担や危険を覚かく悟ごしての尊とうとい行いだ。

　穢れに敏びん感かんな若様は、通常の『蟲呼びの夜』ほど穢れが濃くなかった場合、なぜこの二十日に『蟲呼びの夜』を行うのだろうかと、疑問を持つだろう。知られないほうがいい。

　二十日の夜、若様は翌日の春体祭のために、穢れが入りこまないよう結界を強きよう固こにした帝都城で、しっかり身体を休めてもらわねばならない。




「うまくいくかはわかりませんが、どうぞ皆みなさん、協力してください」

　通常の『蟲呼びの夜』に、大おお祓はらえのときのような大きな浄化は期待できない。

　蒼司朗の天の戦士としての力も、巨大化した蟲に対して、なんとかお役目を果たせているだけだ。穢れに弱い若様への負担が、まったくなくなるほどの浄化がなされると考えてはいけない。




　それでも────。

　今、帝都には『奥庭のお庭番』である『天の戦士』がいる。

　篠原勇輝は一いち縷るの願いをこめて、クラス対たい抗こうリレーの選手枠わくをひとつ開けてもらった。

　蒼司朗は小此木神官長に、春体祭前日の夜の帝都の浄化を懇こん願がんした。

　小此木神官長は、来月二十日に『蟲呼びの夜』を行うと、関係各方面にこっそり通達した。




　春体祭に向けて、帝都学園高等部は学校でも寮でも賑にぎやかになる。

「一番前の列で間違ってんじゃねぇよ、このボケチビ！　次に同じことやったら、ぶっ飛ばすぞ！」

「うるせ！　本番までには、ばっちり覚えてやるよ！」

　春体祭の応援の練習に割り振られた、授業前のＳＨＲで篠原勇輝に罵ば倒とうされ、蒼司朗が言い返す。殺気立っているが、この二人にはごく日常的なコミュニケーションだ。

　くるっと振り返って、蒼司朗は後ろにいる者たちに言う。

「皆、オレの動き、見ちゃ駄だ目めだからね！　オレ間違ってるから！」

「うん、了解ー」

「わかってるから、大丈夫だよ」

　自分は手本にならないと真剣な顔で宣せん言げんする蒼司朗に、少し早めに登校して練習していた同級生たちは、苦笑しながら頷く。

　早朝から奥庭の仕事をし、放課後も大学での勉強や庭師の修業、神官の修行をし、勉強も手を抜かない蒼司朗は、とにかくあれこれと忙いそがしく、他の者と比くらべると圧倒的に自主練習の時間が少ない。間違いも多いが、誰かの動きを見て真ま似ねできない最前列にいる蒼司朗は、実際よくやっている。

「斉さい藤とう、左手曲まがってる！　瀬せ田たは顎あご引け！　須す藤どう、お前やる気あんのか!?」

　毎回誰よりも先に蒼司朗が篠原勇輝に怒鳴られるので、次に怒られる者は少し気持ちに余裕ができてとても助かる。篠原勇輝は大声で怒鳴りつけてから、相手に萎い縮しゆくされて、しまったと思うこともしばしばあるが、今年は誰もへこまないので扱あつかいやすい。

「蒼司朗くん、右手の動きが、一いつ拍ぱく早いからずれちゃうんだよ」

「あそこ間違えやすいよね」

「篠原くん、最初からもう一回やろうよ」

「今度は間違っても止めないで、最後までいこう！　ね！」

　まとまりのいいクラスに、にっと篠原勇輝は笑う。

「んじゃ、いくぜ、野や郎ろうども！」

「おー！」

　篠原勇輝のノリと勢いについていけず、いつもは何人か、怖いから仕方なく、無理をしてつきあっているという雰ふん囲い気きの生徒もいるのだが、今年はクラスの全員が楽しめているようで、清志朗と体育委員の筧俊とし彦ひこはほっとする。




　観かん覧らん席せきで春体祭を見、応援の採点の持ち点がある若様は、自分のクラスでも応援の練習に関わらない。体育の時間の綱つな引ひきなどの競きよう技ぎの練習にも、参加しない。

　今年も、いつもと変わらない。

　ただ、今年は奥庭のお庭番となった蒼司朗がいるので、気き兼がねなく応援団長の篠原勇輝が指し導どうできるよう、応援の練習の間、可愛かわいい四神様は若様と一緒にいる。




「一年生にいる留学生が、応援団長をするそうです。どんな応援を見せてくれるのか、楽しみですね、四神様」

　一人、生徒会室で自習をしながら、ふわりと微笑んだ若様に、ピヨ四神は甘えて身を擦すり寄せる。

「ミギュン」

「キュイ」

「チュチュピピ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神と一緒にいると、若様の身にまとわりついた僅わずかな穢れは綺き麗れいに祓われる。可愛い仕草に身も心も癒いやされて、くすくすと若様は笑った。




　大きな事件や事故もなかったおかげで、帝都城下の穢れは危き惧ぐしていたほど濃くならなかったので、二十日の前に『蟲呼びの夜』を行う必要はなかった。

　二十日ではなく、もう四、五日『蟲呼びの夜』を遅らせても差し支つかえなさそうだが、今回は若様が春体祭に出られるように配はい慮りよした『蟲呼びの夜』だ。

　年に一度のことだからと、四神の戦士や神官、関係各位に了りよう承しようしてもらって、若様には知らせず、決行する。




「蒼司朗様の行いがよかったからですね」

　仮眠をすませ、『蟲呼びの夜』用の神官装しよう束ぞくに着替えた蒼司朗は、鈴すず宮みや神官に言われて、夢で見た祖そ父ふの言葉を思い出す。

「帝都の四神様のご加か護ごですよ」




　帝都で起こるいいことは、すべて帝都の四神様のご利り益やくなのだ。




　撫でられて、ピヨ四神は円らな瞳で蒼司朗を見つめる。

「ミギャ？」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

「うん。今夜もがんばろうな」

　愛用の枝打ち斧を握にぎり、蒼司朗は鈴宮神官と一緒に、帝都神社の神官の集合場所に向かう。




　帝都神社と帝都の四神神社の神官は、他の神社と比べて若い者が多い。体力勝負である『蟲呼びの夜』に参加する神官は、どちらかというと年齢が若いほうがいいのだが、帝都で生まれ育った神官が参加する場合には、年齢が高い熟じゆく練れん者しやもいる。




「若様を春体祭にと考えていただいて、ありがとうございます、蒼司朗様」

　青せい龍りゆう神社の青い襷たすきをかけた、父や伯お父じたちのような立りつ派ぱな大人の神官に深々と頭を下げられ、蒼司朗は慌てて頭を下げ返す。

「いえ、未み熟じゆく者ものが差しでがましい真似をして、申し訳ありません……！」

　皆に協力してもらい、がんばっても、蒼司朗の天の戦士としての力が足りず、若様は春体祭に選手として出られないかもしれない。とにかく、やってみなければ、どんな結果が出るのかわからないのが、情けない。

　恐きよう縮しゆくする蒼司朗に青龍神社の神官は優しく微笑む。

「正直申しまして、わたしたちはもう一度、運動会で若様が元気にかけっこをなさるお姿を拝見したいと思っておりました」

「ご覧になったことがあるんですか？」

　驚く蒼司朗に、近くに来た、やはりいくらか年とし嵩かさの神官たちが、慈じ愛あいに満ちた笑みを浮かべながら頷く。

「蒼司朗様の前のお庭番様がいらした、若様が幼よう稚ち舎しやに入られた年に、一度だけ」

「若様は、とても足が速かったのですよ」

「あのときの若様の楽しそうな笑顔は、今も忘れません」

　若様は幼おさないながら、皆に心配をかけ、煩わずらわせてはいけないと、じっと蟲の穢れからくる苦しさに耐えていた。

　優しく賢かしこい若様は、些さ細さいなことでも我が儘ままにならないよう、我が慢まんばかりしている。帝都の皆の愛する可愛い若様が、他の子供と同じように年に一度の行事に参加するぐらい、許されてもいいはずだ。

　できることなら、翌年も、ずっと若様を運動会で走らせてあげたかった。




　細身で白はく皙せきの美び貌ぼうの若様は、物語を読んだときにイメージする儚はかなげな美少年そのものだ。蟲の放つ穢れによる体調不良で、欠席や早退の多い若様は、蟲の事情を知らない者たちには、身体が弱いと勘かん違ちがいされている。

　同じ学校に通っている生徒で、若様の走る姿を見たことのある者は、ほとんどいない。

　幼稚舎のかけっこで若様が一等賞を取ったという話は、一部の帝都っ子によるものだけなので、信しん憑ぴよう性せいに乏とぼしく、今や都市伝説と化している。




「翌日が楽しみな『蟲呼びの夜』なんて、初めてだわ」

　くすくすと笑う芙蓉薫子に、蔵田実親も頷く。

「『蟲呼びの夜』が来ることが嬉うれしいと感じられるとは、思わなかったよ」

　神官皆の気構えが、いつもの『蟲呼びの夜』とは違う。攻こう撃げきよりも結界による防ぼう御ぎよを受け持つ役で、今回はと特別に志し願がんした年長者で、いつもより参加する神官が多い。

　安藤奏は蒼司朗を睨にらむ。

「こんなにたくさんの人を動かしたんですから、しっかりやってくださいよ……！」

「お前みたいなチビに、過ぎた期待は誰もしちゃいねぇし！」

　乱暴に言い捨てて、ぷいと横を向く篠原勇輝の耳は、少し赤い。




「ミギャギャギャギャ」

「キュイキュオキュオ」

「ピピッチュチュ、チュピピッ」

「「（しゅーしゅーしゅー）」」

　蒼司朗にくっついているピヨ四神も、神官たちの雰囲気に興こう奮ふん気味だ。

「よろしくお願いします……！」

　蒼司朗は大きく身体を折り、頭を下げる。

　横に立った小此木神官長は、下げた蒼司朗の頭を、ぽんぽんと軽く叩たたいた。

「さぁ、始めましょう」

　小此木神官長が持つ玉たま串ぐしが、『蟲呼びの夜』の開始を告げるため、厳おごそかに上げられる。




　帝都の穢れを祓い、運動会で元気に走る若様の姿を、もう一度────！
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　優しい願いのこめられた『蟲むし呼よびの夜』は、滞とどこおりなく終わった。




「さぁ、どうなるでしょうねぇ」

　春しゆん体たい祭さいのある蒼そう司し朗ろうと篠しの原はら勇ゆう輝きを先に帰し、帝都の職人たちによる事後処しよ理りを眺ながめながら小お此この木ぎ神官長は微笑ほほえむ。




　帝都の穢けがれを祓はらう『蟲呼びの夜』によって、春体祭を行う帝都学園高等部も清められた。このまま春体祭が行われるのなら、若様は健すこやかに気持ちよくいられるのだが、現実はそううまくはいかない。




　春体祭は生徒や学校関係者だけでなく、招待客も観かん覧らんできる。無関係な不ふ審しん者しやが構内に入りこまないように、生徒の氏名を記き載さいし、帝都学園の印しるしのある招待券を校門前の受付で渡して、招待席での観覧だ。

　招待した家族と一緒にお弁当を食べる者もいれば、友人たちと食堂を利用する者もいる。招待客のなかには、学生時代に戻った気分を味わったり、在校生になったつもりで、食堂を利用する者もいる。




　多くの人が出入りする場所は、埃ほこりが多く持ちこまれる。それと同じで、春体祭に持ちこまれる穢れも、人数に比例して増える。

　各人の行動範はん囲いが広く、動きが激しければ、撒まき散らされる穢れも多くなる。




「おはよ、篠原。天気よくてよかったな。若様、どう？」

　早朝の奥庭の仕事を終えた蒼司朗は、社しや務む所しよで清きよ志し朗ろうと朝食をとって急いで登校し、教室から自分の椅い子すを運はこびだしてクラスの応おう援えん場所に並べた。

　若様を迎むかえに行って一緒に登校した篠原勇輝は、すっかり準備ができている様子だ。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュピ」

「「（しゅー）」」

「おはようございます、四し神じん様。天気がいいのはよかったけど、どうもこうもあるかよ」

　ピヨ四神に挨あい拶さつをして、清せい浄じような気の塊かたまりを五つ作って飛ばした篠原勇輝は、渋しぶい顔だ。ふわふわと飛んできた光を、ピヨ四神は機き嫌げんよく、ぱくんと食べる。




　若様はテントで日ひ陰かげになる観覧席で、警けい護ごを行う蔵くら田た実さね親ちかたち四神の戦士と和なごやかに談だん笑しようしている。




「若様のお顔の色は、悪くないように見えるけど、まだ朝だものね」

「あぁ」

　慎しん重ちような清志朗に、篠原勇輝は頷うなずく。




　若様が生徒席ではなく、帝みかどの近くの観覧席で観覧するのは、できるだけ穢れを受けないようにするためだ。穢れのせいで若様が途中で具ぐ合あいを悪くして、退席することにならないよう、近くの招待席に小此木神官長がいる。若様にとって過ぎた穢れは、いつでも小此木神官長の手で祓える。




「今日は、クラス対たい抗こうリレーに出られればいい」

　篠原勇輝が若様のために選んだのは、春体祭の最終種目だ。

　若様は足が速いのでアンカー役に最さい適てきだし、注目を浴あびる花形種目だからと蒼司朗は思っていたが、篠原勇輝がクラス対抗リレーを選んだ理由は、それだけではないようだ。

　穢れのせいで、若様はこれまで最後まで観覧することも危あやうかった。最後まで観覧できる状態で、さらに余裕がなければ、競技には出られない。

（オレが思ってたより、大変なんだ……）

　表情の険けわしい篠原勇輝を見て、蒼司朗はまだまだ考えが甘かったのだと思い知った。




「生徒は入場門のところに集合する時間ですよ」

　体育の時間のときと同じく、帝都学園の教職員用の体たい操そうジャージを着た小此木神官長が、蒼司朗たちに声をかけた。篠原勇輝は小此木神官長に会え釈しやくして、集合場所に走る。

　小此木神官長は蒼司朗に向かって恭うやうやしく一礼する。

「奥庭の四神様を、どうぞこちらに」

「はい、よろしくお願いします。────いい子にしてるんだぞ？」

「ミギャ」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　先に枝えだ打うち斧おのを渡し、蒼司朗はピヨ四神と視線を合わせて順番に可愛かわいがってから、小此木神官長に委ゆだねる。

「行ってきます！」

「はい、がんばってください」

「ミギャギャー」

「キュイー」

「ピー」

「「（しゅーしゅー）」」

　がんばってと声せい援えんを送るように、ピヨ四神は蒼司朗に鳴く。

　小此木神官長に一礼し、ピヨ四神に手を振って、蒼司朗は清志朗と集合場所に向かって走る。

　集合場所に向かう生徒のなかで、頭ひとつ背の高い生徒が、駆かけてきた蒼司朗に気づいて大きく手を振った。

「蒼司朗センパイー！」

「集合しろ！」

　こっちに向かってくるなと、手で追い払ったが、望ぼう威いは蒼司朗に突進してきた。

「おはようございマスー！」

　近くにいた生徒が、逆走してくる望威を見て、ぎょっとして避よけた。人ひと垣がきが開いて広くなったところで、蒼司朗は望威に捕つかまる。

「うわーっ！　持ちあげるなっ！」

「とっても軽いネ、蒼司朗センパイ！」

「下おろせ！　バカっ！」

　高い高いされる蒼司朗と、怒ど鳴なられながらもご機嫌な望威に、周りの生徒が苦笑した。




　招待客も続々とやってきて、打ち上がる花火を合図に、春体祭は青空の下、始まった。




（これまでと同じ、だけど……）

　蔵田実親は、そっと観覧席を見る。

　帝がいて、若様がいる。そして小此木神官長の腕うでにピヨ四神がいる。グラウンドで競きよう技ぎを行っている在校生に、帝都城奥庭のお庭番がいる。

（同じじゃないわ）

　これまでよりも、いくらか顔色のいい若様を、芙ふ蓉よう薫かおる子こは祈る思いで静かに見つめた。

　可愛い奥庭の四神様を抱っこしている小此木神官長に、観覧席の後ろで腕わん章しようをつけて警けい護ごに当たりながら、安あん藤どう奏かなでは小さく溜ため息いきを吐つく。

（何げに鬼おにですよね、小此木様……）




　ピヨ四神を抱っこしたなら、若様はより多く清めの加か護ごを受けられるだろう。だがそうしてしまうと、昨夜行った『蟲呼びの夜』────神官の資格もない未み熟じゆくな天の戦士の浄じよう化かに、どれほどの効力があるのかがわからない。




（これまでみたいに、ご覧になるだけじゃなく、ほんの少しでも、生徒として春体祭に参加できるかもしれないって、若様に仰おつしやらなかったのは、それが糠ぬか喜よろこびにならないようにとの配はい慮りよなんでしょうけど）

　いろいろな意味で我が慢まんを強しいられ、耐え続けなければならない若様を思い、安藤奏は切ない気分になった。




　元気が有り余って、多少の怪け我がはあったものの、大きな事じ故こもなく春体祭は進行した。

　各クラスの団結力が試ためされる応援合戦も、例年にない盛もり上がりを見せた。




「手て塚づかくんが捻ねん挫ざした……！」

「なんだって!?」

　息を切らしてクラスの応援席に戻ってきた倉くら橋はし伸しん治じの言葉に、筧かけい俊とし彦ひこは慌あわてる。

　バスケットボール部の手塚幹みき久ひさは、最終種目のクラス対抗リレーの選手だ。選手の変へん更こうは競技開始直前まで行えるが、個人が出場できる種目の数には制限がある。運動が得意な生徒は、もうすべて出場登とう録ろくした後で、大半の種目が終わってしまった今の時間となっては、もう変更はきかない。

「上かみ条じようくん、リレーに出て！」

　出場登録用紙を確認した筧俊彦にいきなり指名され、応援席にいた上条潤じゆん也やは、ぎょっとする。

「僕!?」

「頼むよ、上条初段！」

　筧俊彦は逃にげ腰ごしの上条潤也の腕を摑つかむ。

　上条潤也はプロの棋き士しだ。プロ試験には中学生のときに合格していたので、進学しなくてもよかったのだが、若様と同学年で同じクラスになれるからと、記念の気分で帝都学園高等部への進学を決めた。碁ご盤ばんの上の戦せん略りやく家かであって、運動の実技は苦手だ。

「い、いや、僕が走っても……」

「出られるのが君しかいないんだ！」

　競技の準備や片づけ、出場待たい機きなどでこの応援席にいない生徒には頼めない。運動が得意ではない上条潤也は、選抜種目での個人出場はしていない。

　体育委員の筧俊彦は、上条潤也の足が遅いことを知っている。他に出場できる者がいたなら、上条潤也には頼まなかったはずだ。

「……うん、わかった。出るよ。でも、一番最初と最後に走るのは嫌いやだからね」

　抜かれるのがわかっているから、できるならあまりそれが目立たない順番がいい。

「ありがとう、助かるよ。それじゃあ、三番目に走ってね。上条くんがバトンを渡すアンカーは篠原くんだから、後のことは彼に任せれば大丈夫だよ」

　空けてもらっていたアンカーの欄には、今は篠原勇輝の名前が入っている。

　アンカーが追いあげてくれるだろうと筧俊彦に言われて、上条潤也はほっとすると同時に、ぞっとした。

（篠原くんにバトンを渡す……！）

　ただでさえ、篠原勇輝は目つきが怖い。ちょっとした行動が乱らん暴ぼうなので、いつでも怒っているように見える。

　追い抜かれて順位を落とした状態で、篠原勇輝にバトンタッチするのは、かなり恐おそろしい────！




　競技でトラックに出ていても、望威は蒼司朗の居場所探たん知ちを怠おこたらない。

「蒼司朗センパイー！　ボク一等取りましター！」

「いちいちこっちに走ってくるな！」

　前の競技のハードル走で使ったハードルを運んでいた蒼司朗は、望威の声が聞こえたほうに振り返って怒鳴る。

「セセセンパイ、鼻に絆ばん創そう膏こうっ！」

　棒ぼう倒たおしのときにできた搔かき傷に絆創膏を貼はった蒼司朗を見て、望威は目を輝かがやかせ、はあはあする。

「可愛いデスっ！」

「鼻息荒いぞ、コラ！」

　蒼司朗は一等の旗はたを振りかざして飛びかかってくる望威を、闘とう牛ぎゆう士しのように避ける。




　トラックの中央では、望威の次の組で二百メートル走をゴールした生徒が、一等の旗がなくてきょろきょろしていた。




「望威くん、その旗まだあそこで使うから、持ってきちゃ駄だ目めだよ」

「お前、早く戻してこいっ！」

「オォ、それは大変デス！」

　別のハードルを運んでいた清志朗に注意され、蒼司朗に叱しかられて、慌てて戻ろうとした望威は、ぱらりと降り落ちてきたものに目を瞬しばたたく。

（コレは……）




「雨デスカ……？　晴れてイルのに」

　望威は驚いて空を見上げる。




　ぱらりと雨あま粒つぶの当たった蒼司朗は、ちょっと顔を顰しかめる。

「『狐きつねの嫁よめ入いり』だな」

「キツネノヨメイリ？」

　なんのことだかわからない望威に、くすっと清志朗は笑う。

「空はお天気なのに降る雨のことだよ」




　日が照っているのに雨が降る、それが『狐の嫁入り』だ。




「……お天気なのに、雨が降ルのデスか……」

　砂の国で、こんなことはなかった。




（雨……）

　蒼司朗は眉まゆを顰ひそめる。




　ハレとケガレ。

　快晴が『ハレ』ならば、雨は『ケガレ』だ。




（若様には、きっとよくない）




　普通の人には、ちょっとしたお湿しめりでも、穢れが身を苛さいなむ毒どくになる若様にとっては、嬉うれしくない天候だ。




「────ごめん、清ちゃん、残り頼んでいいかな？」

　蒼司朗は任された作業を途中で放りだすような少年ではない。どうしても優先してやらなければならないことがあるから、最後までできなくなったのだ。

「うん、いいよ。任せて、蒼くん、行って！」

「ありがとう！」

　運んでいたハードルを置いた蒼司朗は、観覧席に向かって走る。




（クラス対抗リレーまで、もうちょっと……！）

　お湿りのきたこの状態のトラックに、若様を出すわけにはいかない。




　観覧席に走った蒼司朗は、少し後ろで警護していた安藤奏を呼ぶ。

「悪わりぃ、安藤！　小此木神官長を呼んでほしいんだけど……！」

　蒼司朗が帝都城奥庭のお庭番でも、ジャージ姿の生徒が、帝や若様のいる観覧席に駆かけこむのはよくない。

　安藤奏は蒼司朗を訝いぶかしげに見る。

「小此木様になんのご用ですか？」

　位くらいの高い大人おとなを呼びだそうとするなんてと、眉を顰められても当然だ。

「小此木神官長にじゃなく、奥庭の四神様に用があるんだ！」

　ピヨ四神は、小此木神官長が抱っこしている。




「チュッピピチュン」




　小鳥の鳴き声が近くで聞こえたと思ったら、安藤奏の頭の上に軽く何かが当たった。

「えっ……!?」

　頭に乗って飛んでいったものに、安藤奏は驚く。

　手て羽ばでは羽はばたけないので、ぴょいぴょいと飛び移ってきたチビ朱す雀ざくが、蒼司朗の頭の上に乗った。

「スー……！」

「チュピッ」

　上うわ目め遣づかいで見上げた蒼司朗へ、返事をするようにチビ朱雀が鳴いた。




「どうかしましたか？　蒼司朗くん」

「ミギャギャ」

「キュイ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗の枝打ち斧を持った小此木神官長が、観覧席を立ってきて、にこりと微笑んだ。

　チビ白びやつ虎こたちはチビ朱雀に続いて、次々に蒼司朗へと飛びつく。

（オレが来たの、気づいてくれたんだな）

　甘えて身を擦すり寄せてくるピヨ四神の柔やわらかい感かん触しよくに、蒼司朗は安あん堵どする。

（力を貸してほしいんだ）




「奥庭の四神様に力を借りて、『狐の嫁入り』をなんとかします」

　きっぱり断言した蒼司朗の手に、小此木神官長は枝打ち斧を渡す。

「そうですね。雨は降っていないほうがいいですね」

「雨の影響がなければ────」

　縋すがるような目をする蒼司朗に、小此木神官長は頷うなずく。

「はい。出られるでしょうね」




　若様を、春体祭最後の種目、クラス対抗リレーに────！




「ありがとうございます！」

　蒼司朗は小此木神官長に向かって元気よくお辞じ儀ぎをし、踵きびすを返す。




「皆みなのいるグラウンドから見えない、校こう舎しや裏うらに行くよ！」

「ミギャ！」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　四神変化して天の戦士になって、若様にとって負ふ担たんになるだろう、この天気雨に含まれる穢れを浄化したい。

（あの『水』も飲んでるから、大丈夫だ！）

　今日は朝も昼も、蒼司朗用の『帝都のよく効きく薬』を溶とかした水を飲んでいる。身体からだにかかる負担は、抑おさえられるだろう。

　巨大化した蟲むしが放つ濃こい穢れと比べれば、雨がもたらす穢れは、僅わずかなものだ。




「小此木神官長、ちょっと失礼しますわ」

「すぐ戻ります」

　観覧席を立った芙蓉薫子と蔵田実親に、小此木神官長は首を傾かしげる。

「君たちも、ですか？」

　四神変化するのかと尋たずねられ、安藤奏は口を尖とがらせる。

「祝詞のりとだけで十分ですよ……！」

　四神神社の四神の戦士には、天の戦士のような浄化の力はない。四神変化するよりも、高位の神官として祝詞をあげるほうが、蒼司朗の助けになるはずだ。




「────おい、急げ！」

　帝都学園高等部の臨りん時じ警けい備び員いんに紛まぎれていた神官を率ひきいて、観覧席にやってきた篠原勇輝が安藤奏たちを呼んだ。

「手回しいいですね、勇輝サン」

　褒ほめるというより呆あきれるような安藤奏に、篠原勇輝は怒鳴る。

「あいつのためじゃねぇからな！」

　大切なのは若様だ。

　くすくすと笑いながら、芙蓉薫子と蔵田実親は篠原勇輝たちを追いかけた。




　────天てん清しよう浄じよう　地ち清しよう浄じよう　内ない外げ清しよう浄じよう　六ろつ根こん清しよう浄じようと　祓はらい給たまふ……。




　厳おごそかに鳴らされているのは、音なしの鈴すず。神官によって唱となえられる祝詞の力を、蒼司朗は感じる。

（ありがとうございます）

　蒼司朗一人の力では心こころ許もとないことも、大勢が支えてくれたなら、きっと。




「お庭番、望月蒼司朗……、参る！」

　四神変化し、天の戦士となった蒼司朗は、真しん紅くの翼つばさを広げて高く飛んだ。

　その手に握にぎる戦いくさ斧おので、春体祭が行われている帝都学園高等部へと降り注そそぐ、日照り雨の雨粒を薙なぎ払う。




「四神演えん武ぶ、須す図ず鸞らん！」




　天の戦士の戦斧が描く軌き跡せきは、虹色の光を放って、雨粒を浄化する。




　日照り雨の降る空に、虹が架かかる。




　砂の国に育ち、雨を見たことのなかった望威は、虹を見るのも初めてだ。

（七色の光のアーチ……）

　水晶などがプリズムになって、光を七色に弾はじくのは何度も目にしているが、天に描かれる虹の橋の美しさに、望威は息を吞のむ。




　キラキラと虹色に輝かがやきながら落ちてきた小さな雨粒が、顔に当たった者たちは驚く。

「────甘い」

　唇くちびるに触ふれたのは、ほんのりとした優しい甘さ。




　帝都の雨は美お味いしい。

　どこかの神様は、雨を食べようとして、口を開けていた者のことを覚えていたようだ。




「僕、生まれて初めて虹を食べたよ」

「うん、虹のかけらだよね、これ」

　そしてその虹色の輝きを放つ雨を浴びた者は、身が軽くなる爽そう快かい感かんを体験した。




　日照り雨がぱらつく中、捻挫した足をテーピングして、救急の特設テントから応援席に戻った手塚幹久は、はっと目を見開く。

　怪我に響ひびかないよう、肩かたを貸していた熊くま谷がい融とおるは、何かあったのかと手塚幹久を見る。

　手塚幹久は信じられないという顔をして言った。

「足が痛くない……！」

　骨こつ折せつしたのではないかと疑ったほど、捻挫して腫はれあがった足は、熱を持ってじんじんと痛かったのに、それが噓うそのように消えてしまった。

「え？」

　そんなまさかと、驚く熊谷融の腕にある、半分剝はがれた絆創膏の下の、真新しい傷も消えていた。




　小さくて甘い虹には、絶大な癒いやしの力がある────。




　時間になったので入場門の近くに選手の一人として集合した上条潤也は、第三走者のスタート位置まで移動して待機しながら、重い気持ちで息を吐く。

（運動部の生徒ばっかりだ）

　クラス対抗リレーは、逆転を狙ねらえる高得点ゲットの花形種目だ。順番待ちで待機しているのは、駆け足に自信のある生徒が多い。

　自分がここにいるのは場違いだと、上条潤也は痛いほど感じたが、他に出られる生徒がいなかったのだ。

（さっさと走って終わらせよう）

　人目に晒さらされるのは、ほんの二百メートル、トラック半周だ。バトンを落としたり転ころんだり、大きな失敗がないかぎり、足の遅い奴が出てきたなと思われて終わる。

　棋き院いんや囲い碁ご界かいの者に見られると格かつ好こう悪いが、学校行事だし仕方ない。たまたまあのとき、応援席にいたのが上条潤也だっただけで、リレーの選手になれた者、残っていた誰だれが出ても、結果は似たようなものだったはずだ。

（次に篠原くんがいるから大丈夫だよ）

　篠原勇輝は足が速くて負けず嫌ぎらいなので、上条潤也が抜かれても、きっと追いついて抜き返す。




　第二走者の吉よし武たけ泰やす治はるは、一人抜いて二位に順位を上げた。恥はじをかく覚かく悟ごを決めて、上条潤也はトラックに出て位置につき、バトンを受け取る。

　十メートルも走らないうちに、一人に追い抜かれた。必死に走っているつもりだが、どんどん抜かれていく。

（バトンを、渡さないと……！）

　次の走者は、トラック一周の四百メートルを走る。周回遅れという恐おそろしい言葉が脳のう裏りを過よぎり、上条潤也は夢中で走る。

　応援席にいる生徒や一般の招待客たちが、ざわめいているのを感じた。

（早く、バトンを……）

　コーナーを曲まがって、アンカーの選手の待つ直線コースに入った上条潤也は、そこに立っている最後の選手の姿に、我が目を疑う。

（篠原くんじゃない）

　篠原勇輝よりも、もう少し細身で、色白で、金の髪かみが特とく徴ちよう的てきで────。

（若様!?）




　ジャージを脱ぬいで身軽な走者姿になった若様は、息を切らして全力疾しつ走そうしてきた上条潤也が差しだすバトンを、軽かろやかに駆けながらしっかりと受け取った。




　四神変化を解といてピヨ四神を小此木神官長に渡してきた蒼司朗は、雨が当たって治った傷から絆創膏を剝がして応援席に駆けこむ。

「清ちゃん、若様は!?」

「今バトンを受け取ったところだよ！」




　若様は小学校でも中学校でも、運動会には一度も出なかった。高校一年生の去年の春体祭は、観覧席に座っていた。体育実技の授業に出ている姿を見た者もいない。

　でも、あの見事な金色の髪に麗うるわしい美び貌ぼうは、誰と見間違えるはずもない。

「……若様って、お身体が弱いのではなかったの？」

「あんなに走って大丈夫なのか!?」

「────速い、速いよ！」

「一人抜いた！」

「すごい！」

　予想もしていなかった選手の出現に、応援席や招待席は騒そう然ぜんとなっている。




「若様ーっ！　がんばれーっ！」

　篠原勇輝は応援席からトラックに飛びだしそうな勢いで、声せい援えんを送った。

「応援しろ！　バカチビ！」

　振り向いた篠原勇輝に怒鳴られて、蒼司朗は前に行く。

「これからするところだったんだよ！　若様ー！　がんばれーっ！」

「もう一人、抜ける……！」

「抜いたーっ！」

　快走する若様の姿に、わぁっと大きな歓かん声せいがあがる。
















（リレーに、出られた……）

　胸むねを熱くしながら、若様は走る。

　結界に守られた内うち堀ぼりの中、お城の警護に当たっている公こう儀ぎ隠おん密みつが、勤きん務むの空き時間にバトンリレーのやり方を教えてくれた。学校では一度もやったことがなかったけれど、皆の知らない、見ていないところで、若様は優しい人たちからいろいろな競技を教わっていた。




　声援と歓声を一身に浴びながら、トラックを一周する若様の姿は、今日この場に集まった皆の目に鮮あざやかに映った。




「ミギャギャギャー！」

「キュイキュオキュオ！」

「ピピチュ、ルルルピピ、ピピチュ！」

「「（しゃーしゃーしゃー！）」

　前にいる走者を次々に追い抜いていく若様の姿に、観覧席で大興奮のピヨ四神を抱っこしながら、くすっと小此木神官長は笑う。

「四神様の選ばれたお庭番様は、すごいことをやっちゃいましたね」




（日照り雨が降ってきたときには、正直、今日は駄目かなとか思ってたんですけど）

　小此木神官長の予想を裏切り、蒼司朗は諦あきらめず、すぐさま方法を模も索さくした。蒼司朗が動いたから、それを補ほ佐さするために四神の戦士や神官たちが動いた。




　今日のこの春体祭は、若様の見せた華か麗れいな快走が、帝都中の噂うわさになるだろう。




　叶えたい願いがあり、それを忘れなければ、それは絶対に夢では終わらない。

　いつか、という日はやってくる。





了
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　春しゆん体たい祭さいの警けい備びの応おう援えんに動員された公こう儀ぎ隠おん密みつは、例年にない多た忙ぼうを極きわめていた。

「吹き矢の予備と矢の補ほ充じゆうを！」

「退場門側に担たん架かを、早く！」

「校門北側に不ふ審しん者しや発見しました！　追つい跡せき中ちゆうです！」

「救きゆう護ごテントを増やしてください！」

　競きよう技ぎ全ぜん般ぱんを仕切る春体祭本部とは別の、警備側本部に寄せられるのは、裏方作業のものだ。意見を整理して処理していくだけで、誰だれもまったく余裕がない。




「昨夜の『蟲むし呼よびの夜』の浄じよう化かで、若様のお顔の色がいいからかな」

　警備に当たっている公儀隠密候補生、柳やぎ生ゆう蘭らん丸まるは観かん覧らん席せきをちらりと見た。吹き矢の新しい矢を配くばって回っている柳生藤ふじ丸まるは、兄の蘭丸に矢の箱を渡して溜ため息いきを吐つく。

「若様がお元気なのは嬉うれしいけどさ、アブナイ連中が増えるのは勘かん弁べんしてほしいよな」




　若様の魅み力りよくにやられて挙きよ動どう不ふ審しんになる者は、見つけ次し第だい処置を。すべて未然に防ふせがれているから、帝都の様々な行事での事件発生件数はいつもゼロに近いのだ。

　吹き矢の的になり、強力睡すい眠みん薬やくで強制的に眠らされた者は、待機していた公儀隠密や公儀隠密候補生によって速すみやかに運びだされ、正気を取り戻すまで隔かく離りされる。

　運ばれる者の数が多いと、矢も担架も収容場所も追いつかない。




「の、わりに、高等部の小こ僧ぞうどもには、失神者出てないんだな」

　吹き矢の的になっているのは、学外者ばかりだ。

　首を傾かしげている藤丸に、蘭丸は笑った。

「なんでも、対若様の『三秒ルール』とかいうのができたらしいよ。高等部の生徒にそれとなく探さぐりを入れて、伊い織おりが報告してきた」

　蘭丸の指し揮き下かで動いている桐きり原はら伊織は、柳生分家の公儀隠密候補生だ。

「対若様の『三秒ルール』……。三秒以上、若様を見ちゃいけない、ってか？」

　藤丸は笑う。三秒以内なら、若様を見つめていても、ふらふらくらりとならない、というのだろうか。

「いや、まさにそれなんだ」

「へ？」

　冗じよう談だんで言ったつもりなのに、蘭丸に真剣に返されて、藤丸はきょとんとする。

「三秒を超えると、危険らしい。一ひと月つきほど前に帝都学園高等部であった、『集団昏こん倒とう事件』で帝都大学附ふ属ぞく病院に運ばれた生徒が、いろいろ意見を出しあって決めたそうだ」




　笑顔を浮かべている綺き麗れいで可愛かわいらしい若様は、いつまでも見ていたいけれど、それは危険なのでやめたほうがいい。統とう計けい結果により、ギリのところが、三秒だとわかった。




「春体祭で気を失っている者が続出したら、競技ができないからね」

　そして間違いなく、春体祭は途中で中止になる。教職員たち大人おとなに余計な気を回されると、翌よく年ねんからの春体祭の開かい催さいも危あやぶまれる。

「なんつーか、切実だな」

　若様の在学中に在校生になれるのは、とても光栄なことだが、苦労もある。




　帝都学園高等部の学校指定ジャージに身を包み、柳生真ま純すみは任務のために春体祭に潜せん入にゆうしていた。細身で凹おう凸とつの少ない体型の柳生真純は、他の生徒と同じ格かつ好こうをしていると、とても馴な染じみがよく、まったく違い和わ感かんがない。

「うふふふふふ、今日も、お宝写真の山だわ～」

　目立たない物もの陰かげに身を潜ひそめた柳生真純は、吹き矢片手にカメラを構え、若様を中心にシャッターを切りまくり、挙動不審者に矢を飛ばす。

「あぁもう、『蟲呼びの夜』バンザイよ！」

　周囲の穢けがれが浄化され、身体からだにかかる負ふ担たんが少ない状態の若様は、ほんわりと表情が柔やわらかい。

「うふふふふふふふふ！」

　睡すい眠みん不足はお肌はだに悪いが、若様のステキ写真を撮とりまくっている柳生真純は、なんだかいろいろなものが出ているようで、お肌つやっつやのピカピカだ。

（小お此この木ぎ神官長、グッジョブ！）

　選手として春体祭に出る蒼そう司し朗ろうから、小此木神官長がピヨ四し神じんを預かってくれているので、若様に向けて遠えん慮りよなくシャッターが切れる。ピヨ四神が写りこんでしまったものは、どんなに美お味いしい写真でも、失礼にならないよういつも避よけているのだが、今回はその心配がない。今日撮った若様の写真は、どれも帝都月げつ報ぽうに掲けい載さいできる。

　春体祭は毎年いい写真の撮れる行事だが、今年はさらにいい写真が多く撮れそうだ。




「ミギャ？」

　観覧席の帝と若様、そして警護に当たっている四神の戦士の写真を撮っている柳生真純に気づいて、小此木神官長に抱かかえられているピヨ四神が円つぶらな瞳ひとみを向けた。

「キュウ」

「チュピチュピ」

「「（しゅー）」」

　じいーっ。

（いやっ、こっちを見ないで！　誘ゆう惑わくしないでっっっっっ！）

　カメラを構え、時折吹き矢で挙動不審者を仕留めながら、柳生真純は不動の姿勢で静かに身み悶もだえる。

　そんなところで何をしているの？　とピヨ四神は疑問に思ったようだが、柳生真純は任務として正式に認められた、若様の専任カメラマンである。

　気配を殺し、物陰に隠かくれて望ぼう遠えんレンズを使って撮さつ影えいする姿は、盗とう撮さつめいていても、盗撮ではない。どんなに鼻息荒く、はあはあしていても、変質者ではない（はずだ）。




　帝都城奥庭の四神様を撮ったとして、それがどんなによくても、どこかに掲載する写真になるわけではないけれど────。

（奥庭の四神様は、いつまでもあの愛らしいお姿でいらっしゃるわけじゃないわ）

　赤ちゃん動物の姿でいつまで過ごすのか、その期限はまったくわからない。ひょっとすると、明日のこの時間には、大きな成せい獣じゆうの姿に一変しているかもしれない。そうなっても、まったく不思議ではない。

　この一瞬は貴重な一瞬！

（愛情こめて、プリキューに撮りますっっ！）

　柳生真純は心のままにシャッターを切りまくる。




　己おのれの萌もえには、忠実に。




　撮ってはいけないかもしれない写真ほど、撮りたいのが人情なのだ。




「────ぶっ……！」

　後日、柳生真純が写真館に持ちこんだフィルムを現像していた写真館の主人は、鼻から大流血して、救急車で帝都大学附属病院に運ばれた。




　救急隊が駆かけつけた現場には、あーんと口を開けてピヨ四神がお昼ご飯を食べさせてもらっている写真と、クラス対たい抗こうリレー出場のために、観覧席の後ろでジャージを脱ぬぐ若様の写真が、大量に散らばっていた。




　帝都には、知る人ぞ知るコレクターアイテムが存在する。





二○一二年十月　流ながれ　星せい香か　その写真、こっそり焼き増しを♡
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